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〔正山 「風の会」の皆さんが作製した手造りの看板〕

町内のそれぞれの地域には、手が加えられてなくても、まったく自然のままで残って

神秘な滝壺は ぃる観光資源があります。

名荷谷の粟太郎から中居谷に至る県道の途中に、 「轟滝」がある。神秘な滝壺、百年

ひそかに眠つていた 以上ともいわれる山藤もひそかに自生している。今までは危険で近よれないと言われた

この渓谷ですが「正山風の会」観光部の活動で、今ようやく、雑木の切り払い、標識の

設置などにより、皆さんに紹介されようとしています。

今月号の主な内容 ‘
 

町民のうごぎ
＝町報＝

唖サクランボの里視察・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
蔓キャッチフレーズ・

シンボルマ ー ク募集•………•• 4 
唖一口医学.................................6 

＝農林だより＝

衡夏期特別貯蓄推進運動実施中…… 8

衡木材市況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

唖今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝商工かわかみ＝

蔓第27回川上商工会通常総会開催…12
*会員ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
Rふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

＝公民館報＝

唖肱川 の町を花いっぱいに•………••16
卍すこやか人生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

唖リ レー随筆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18
衡公民館役員の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

人口 3,653人 {+17)

男 1,774人 (+6)

女 1,879人 (+11)

世帯数 1,030喜(+4)
（平成元年5月末日現在）
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質
、
量
と
も
に
日
本
一
日
の
産
地
、

四
戸
が
ハ
ウ
ス
栽
培

q
 

U
 

肱
川
町
で
は
、

．研
修
事
業
推
進
要
綱
を
定
め
て
、
視
察
や
研
修
、
研
究

や
実
験
、
人
づ
く
り
に
必
要
な
研
修
等
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
フ
ァ
イ

ト
の
あ
る
方
を
募
集
し
、
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
五
月
十
六
日
か
ら
十
ハ
日
ま
で
、
山
形
県
寒
河
江
市
へ
冨
永

政
男
さ
ん
（
月
野
尾
）
冨
永
昌
治
さ
ん
（
見
の
越
）
の
二
名
が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

研
修
報
告
の
中
か
ら
主
な
こ
と
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
本
一
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
里

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
栽
培
は
全
国
い
た

る
と
こ
ろ
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
近

県
で
は
岡
山
県
、
香
川
県
が
大
々
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
し
、
近
隣
町
で

は
野
村
町
農
協
で
数
年
前
か
ら
始
め

て
い
る
。

寒
河
江
市
は
人
口
約
四
万
一
―
―
千
人

山
形
盆
地
の
中
に
あ
り
、
見
渡
す
か

ぎ
り
全
て
サ
ク
ラ
ン
ボ
と
い
え
る
。

現
在
こ
の
市
で
は
”
寒
河
江
四
運

動
“
が
進
め
ら
れ
て
お
り
「
土
、
樹
、

人
、
村
づ
く
り
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ

で

あ

る

。

．

観
光
に
も
力
を
入
れ

「
チ
ェ
リ
ー

ラ
ン
ド
」
の
建
設
も
進
行
中
、
「
菜

の
花
と
レ
ン
ゲ
の
花
と
月
山
の
雪
」

少
し
欲
ば
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

だ
が
「
三
色
運
動
」
と
し
て
展
開
中

-
k
g
、
一

0
、

0
0
0
か
ら
一
五
、

0
0
0円
も
稼
ぐ
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
の

で
、
若
い
後
継
者
も
た
く
さ
ん
い
る

か
と
い
え
ば
決
し
て
そ
う
で
な
く
、

冨
永

政
男
（
月
野
尾
）

ア
イ
デ
ア
ー
で
勝
負
す
る

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
里
視
察

サクランボとハウス

い
い
も
の
は
高
く
売
れ
る

肱
川
町
の
現
実
と
よ
く
似
た
現
象
が

あ
る
。
若
者
は
、
工
業
団
地
化
さ
れ

た
工
場
へ
勤
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

-
k
g
、
一

0
、

0
0
0
円
も
高
値

の
つ
く
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
ハ
ウ
ス
栽
培

で
あ
っ
て
、
こ
れ
の
方
は
ま
だ
四
戸

の
農
家
し
か
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

露
地
物
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
は
、
平
均

し
て
四
、

0
0
0円
か
ら
五
、

0
0

0
円
位
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
だ
け
で
は
、

飯
は
喰
え
な
い
と
い
う
こ
と
と
も
い

え
る
。実

際
に
佐
藤
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
栽
培

を
見
る
、
想
像
し

て
い
た
よ
り
す
ご

い
設
備
で
あ
る
。

七
0
0
万
円
の
設

備
投
資
（
年
間
燃

料
費
は
別
に
一
〇

0
万
円
必
要
）
だ

と
い
う
。

話
を
伺
っ
て
い

る
と
、
い
く
つ
か

の
問
題
点
も
あ
る
。

投
資
に
見
合
う
所

得
、
箱
づ
め
、
も

ぎ
取
り
に
要
す
る

人
件
費
、
裂
果
防

止
対
策
等
の
採
算

面
と
技
術
面
に
つ

い
て
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
。

佐
藤
さ
ん
の
今
年
度
の
予
想
収
量

は
一
、
0
0
0
~
、
品
種
は

「
佐
藤

錦
」
で
御
祝
儀
相
場
も
あ
っ
て
、
一

のボ年 りてば でく 思と可と 算がて当 いこが あ二なかで収て kg
各に内寒組おな山イ き現細うな能にそにへぁ初話事はボ今サ り〇お一必入い‘
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ポの卜そてる開成サうでて 確低齢スき ‘いは培番の 0年んなど‘す 0を鉢
スばもれいと催四ク こもは 立コがのらー市植ボた絶で興ボ a ののるのはる円
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五
へでク 立つがク クウ -うし 八 目

が‘サわ でこにボあ以ド たでて入い 出数ス ちたあス ラスろにて五論
張市クし そと→中つ上が も高もれ t一千荷年栽 入がつ栽 ンはでなそ〇見
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石円
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れ地ン‘ 取しに °明た と入果こ 採た育は なこの で齢
る。の中のし
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OP 

町
長
）

県
植
樹
祭
の
会
場
に
鹿
鳴

侶
•
園
が
選
は
れ
た
。
式
で
は
岩

谷
緑
の
少
年
隊
が
す
ば
ら
し

風
〗
い
〗
[
[
[
〗

t
c
t
ロ
ロ
い
。

＂
宇
宙
よ
り
の
生
還
“
の
飛
行
土

は
、
宇
宙
か
ら
地
球
を
眺
め
る
と
地

球
が
尊
く
見
え
る
。
そ
こ
へ
帰
ら
な

い
と
生
き
て
い
か
れ
な
い
と
い
う
想
い

を
痛
切
に
感
じ
る
。
宇
宙
空
間
の
神

秘
な
世
界
を
体
験
す
る
と
誰
で
も
必

ず
神
を
信
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん

な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ガ

ス
な
ど
、
地
球
を
と
り
ま
く
環
境
ま

で
汚
染
し
て
き
つ
つ
あ
る
。
世
界
の

人
口
も
来
世
紀
に
は
百
億
と
い
う
。

も
っ
と
地
球
的
視
野
で
モ
ノ
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

地
球
を
守
り
、
人
間
を
守
る
も
の
は

森
林
で
あ
り
、
自
然
か
ら
生
ま
れ
る

も
の
で
あ
る
。
機
械
が
生
み
出
す
も

の
は
附
加
物
で
し
か
な
い
。
土
、
自

然
か
ら
の
恵
み
を
引
き
出
す
農
林
業

の
誇
り
を
失
い
た
く
な
い
。
そ
の
た

め
の
政
治
は
、
と
問
い
た
い
。

全
国
植
樹
祭
に
も
参
加
さ
し
て
い

た
だ
き
感
激
を
新
た
に
し
た
。

「安

ら
ぎ
の
森
を
未
来
へ

」
が
テ
ー
マ
。

入
選
、
六
年
生
の
詩
の
一
部
を
末
尾

こ。
9
1
1
9
r
 

そ
の
苗
は
待
っ
て
い
る

青
々
と
し
た
葉
を

風
に
な
び
か
せ
る
日
を
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さ
す
が
日
本
一
を
思
わ
せ
る
。

肱
川
町
で
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
栽
培
を

考
え
て
み
る
と
、
暖
地
に
適
し
た
品

種
が
確
立
さ
れ
た
ら
一
二
月
ー
四
月
に

出
荷
で
き
る
し
、
ボ
ッ
ク
ス
栽
培
に

し
て
も
経
費
が
少
な
く
て
す
む
し
、

暖
地
に
適
す
る
品
種
も
あ
る
だ
ろ
う
。

肱
川
町
で
リ
ン
ゴ
が
十
分
栽
培
で

き
る
し
、
リ
ン
ゴ
は
青
森
県
と
決
め

て
は
駄
目
だ
と
思
う
。
野
菜
の
周
年

栽
培
が
可
能
な
よ
う
に
果
樹
の
栽
培

も
あ
る
程
度
可
能
か
も
知
れ
な
い
。

ゎ

迂

日
本
一
早
い
早
生
栗
は
ど
う
か

私
は
今
研
修
で
井
上
さ
ん
と
い
う

一
農
家
の
長
男
と
知
り
合
う
こ
と
が

出
来
た
。
井
上
さ
ん
も
サ
ク
ラ
ン
ボ

農
家
で
あ
る
。

肱
川
町
の
特
産
品
は
「
栗
」
と
答

え
て
お
い
た
が
、
手
紙
の
交
際
を
約

束
し
住
所
を
確
認
し
合
っ
た
。

野
菜
も
果
樹
も
ハ
ウ
ス
栽
培
可
能

ハウスの内部

な
時
代
に
な
っ
た
。

栗
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は
ど
う
だ
ろ
う

早
生
栗
に
ハ
ウ
ス
を
か
け
、
日
本
一

出
荷
の
早
い
栗
を
栽
培
す
る
の
も
一

案
と
い
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
シ
イ
タ
ケ
が
日
本
に

輸
入
さ
れ
る
計
画
や
オ
レ

ン
ジ
、

牛

肉
は
一
年
後
の
自
由
化
へ
と
進
ん
で

い
る
。「こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
」
守
り
の
農

業
と
攻
め
の
農
業
、
攻
防
一
体
と
な
っ

た
農
業
の
体
系
が
必
要
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

※
こ
の
他
、

冨
氷
政
男
さ
ん
か
ら

た
（
さ
ん
研
修
報
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
興
味
の
あ
る
方

は
直
接
富
永
さ
ん
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
東
京
肱
川
会
（
会
長
大

越
譲
氏
）
か
ら
、
最
近
、
話
題
を
集

め
て
い
る
栗
良
平
の
口
演
童
話
を
絵

本
に
し
た
作
品
集
二
冊
と
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
。
フ
一
巻
が
、
町
内
の
全
小
学
校

と
肱
川
中
、
大
洲
肱
川
分
校
、
公
民

館
へ
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
し
て
い
た
だ
ぎ

ま
し
た
。

こ
の
作
品
の
贈
呈
を
う
け
た
岩
谷

小
学
校
で
は
、
五
月
十
六
日
、
一
年

！
三
年
生
の
道
徳
の
時
間
に
、
作
品

集
I
l
の
中
の

「
ケ
ン
坊
と
サ

ン
タ
ク

ロ
ー

ス
」
を
聞
か
せ
ま
し
た
。

物
語
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
中
心
に

展
開
さ
れ
、
入
院
中
の
ケ
ン
坊
と
い

う
五
オ
の
少
年
が
白
血
病
で
三
か
月

の
命
と
診
断
さ
れ
、
大
晦
日
に
息
を

引
き
と
る
ま
で
を
描
い
た
作
品
で
す
。

こ
の
童
話
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち

ま、
,
1
 

東京肱川会から

璽 皇平作晶鯛

の贈 呈

一
杯
の
か
け

「
元
気
だ
っ
た
の

に
、
ま
だ
一
年
生

に
も
な
ら
な
い
五

オ
で
死
ぬ
な
ん
て

と
て
も
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
い
ま
し

た
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
作

品
に
つ
い
て
先
生

た
ち
は
、

土

井

清

子

先

生

「
途
中
で
涙
ぐ

む
子
も
い
ま
し

た
。
音
楽
の
効

果
が
よ
く
出
て

お
り
ま
た
、
語

り
か
け
る
よ
う

に
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
口
調
で

す
の
で
、
読
み

聞
か
せ
は
、
よ

く
し
み
と
お
る
よ
う
で
し
た
。

河
内
美
登
里
先
生

「小
さ
い
と
き
の

読
み
聞
か
せ
は
大
切
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
聞
き
た
い
と
い
う
子
も

い
ま
し
た
。

」

和
田
親
人
先
生
「
N
H
K
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
は
一
味
違
い
、
自
分
が

書
か
れ
た
作
品
な
の
で
自
分
の
も

の
と
し
て
の
語
り
か
け
な
の
で
、

子
ど
も
の
心
に
し
み
こ
ん
だ
よ
う

で
す
。

」

大
越
さ
ん
は
、
寄
贈
の
い
ぎ
さ
つ

を
便
り
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。

「
最
近
、
栗
良
平
の
”

そ
ば
“
に
出
会
い
大
変
感
動
し
ま
し

た
。
童
話
で
す
が
実
話
で
、
今
の
時

代
に
（
特
に
都
会
で
）
失
わ
れ
た
魂
を
呼

び
戻
す
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
れ
で
近
く
の
学
校
な
ど
に
寄
付
し

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
先
日
、
肱
川

会
の
役
員
会
で
こ
れ
を
披
露
し
た
と

こ
ろ
共
感
を
呼
び
、
郷
里
の
学
校
へ

寄
付
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
」

'す
ぐ
れ
た
作
品
を
、
ふ
る
さ
と
の

子
ど
も
た
ち
へ
と
い
う
あ
た
た
か
い

お
志
、
紙
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さっそく栗良平作品を聞く岩谷小の子供たち
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二
、
応
募
資
格

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
応
募
要
領

七
、
応
募
上
の
注
意

人
何
点
で
も
応
募
で
き
る
が
用

四
、
募
集
期
間

平
成
元
年
七
月
一
日

！
九
月
＝
―
十
日

喜
喜
喜
喜
喜
喜
喜
喜
喜
喜
喜
啜
會
旦
喜

翠
？
這
嘉
ぎ
疇
:
/
/
鯰
価
価

濶
讐

ク

G
怒
G
傘
G
肉
る
祗
G

v豹

ク

9

し

直
属
畔
jJ

）
 

新
['

彩
'G
渉
0
彦
‘G
彦
'G
姿

喜
こ
含
忍
襲
口

ぶ`喜小）

G
彩
'G彦
＇G
姿

芦

'G
彩
'G
弘
G
娑
G
姿
G
渉
＇旦

G`

]
募
集

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

肱
川
町
で
は
、
た
だ
今
「
風
の
お
こ
し
」
の
真
っ
最
中
で
す
。

住
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
自
ら
の
心
の
中
に
「
風
」
を
お
こ
し
、

そ
の
風
が
町
づ
く
り
の
新
風
と
な
っ
て
町
を
元
気
に
し
、
町
を
興
す
。
こ

れ

が
「
風
お
こ
し
運
動
」
で
す
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
は
、
新
し
い
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
「
新

し
い
町
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
新
し
い
町
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
く
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
広
く
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
こ
応
募
く
だ
さ
い
。

一
、
こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

「
風
の
町
」
肱
川
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
。
フ
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
親

し
ま
れ
、
、
口
づ
さ
め
る
、
し
ゃ
れ

た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

三
、
応
募
方
法

用
紙
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
記

入
の
上
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、

年
齢
、
職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校

名
・
学
年
）
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

封
書
に
よ
り
郵
送
（
町
民
の
場
合
は

持
参
も
可
）
し
て
下
さ
い
。

五

、

発

表

審
査
に
よ
り
、
最
優
秀
一
点
、
佳

作
―
―
―
点
を
決
定
し
、
入
賞
者
に
は
十

月
に
直
接
本
人
へ
通
知
す
る
と
共
に

平
成
二
年
一
月
の
風
お
こ
し
大
会
で

発
表
す
る
。

六
、
賞
最
優
秀
一
点
・
賞
状
と
副
賞
（
五

万
円
）

佳
作
三
点
・
賞
状
と
副
賞
（
二
万
円
）

※
高
校
生
以
下
は
副
賞
は
図
書
券

一
、
こ
ん
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

「風
の
町
」
肱
川
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ

。フ
を
図
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
。

風
の
町
を
表
現
し
た
も
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
デ
ザ

イ
ン
を
応
募
し
て
下
さ
い
。

三
、
応
募
方
法

•
B
5

版
（
縦
1
8
.
2
c
m

横
2
5
.
7

em)
の
白
色
紙
を
使
用
す
る
。

・
デ
ザ
イ

ン
に
使
用
す
る
色
は
、
黒

一
色
と
し
ま
す
。

•
上
下
が
分
か
る
よ
う
に
、
用
紙
の

上
部
へ
①
と
必
ず
記
入
。

・
裏
面
に
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
説
明

を
必
ず
記
入
す
る
。

・
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
生
は
学

校
名
と
学
年
）
、
自
宅
の
電
話
番

号
を
必
ず
記
入
。

五
、
発
表
と
賞
（
審
査
に
よ
り
）

・
優
秀
一
点
賞
状
と
副
賞
(
+
万

円）
・
佳
作
―
―
―
点

賞
状
と
副
賞
(
-
―
―
万

四
、
募
集
期
間

平
成
元
年
七
月
一
日

！
九
月
＝
―
十
日

二
、
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

紙
一
枚
に
つ
き
一
点
を
記
入
す
る
。

円）入
賞
者
は
、
平
成
元
年
十
月
に
直

接
本
人
へ
通
知
す
る
と
共
に
平
成
二

年
一
月
の
風
お
こ
し
大
会
に
発
表
す

る。※
高
校
生
以
下
は
副
賞
は
図
書
券

六
、
応
募
上
の
注
意

•
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が

用
紙
一
枚
に
つ
き
一
点
と
し
ま
す
。

・
応
募
は
、
プ
ロ
、
ア
マ
、
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。

・
作
品
は
、
折
ら
な
い
で
、
封
書

（
大
き
い
封
筒
）
に
よ
り
郵
送
か
持

参
し
て
下
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
（
作
品
は
返

却
し
な
い
）

あ中元に1字是非
わが町の特産品を

中 たの五煮ぜて初得品へ
元知し他色・ん‘夏てをは特
に人ていかよま新のいお‘別
是やいろりもい茶健ま送肱町
非親まいんぎ・・康すり川民
ご戚すろとうふゆ食゜し町の

闊；゚塁:l 〗］門喜昇旦賃
くお いそ・佃乾しもを産ん

、。

だ
さ
し

◎
申
込
み
期
限

乎
成
元
年
七
月
五
日

◎
代

金

箱
詰
、
五
、

0
0
0円
（
送
料
含
）

・
共
同
制
作

々
品
は
、
全
員
の
氏
名

を
記
入
し
て
下
さ
い
。

・
受
賞
作
品
は
、
一
部
修
正
す
る
こ

と
が
有
り
ま
す
。

・
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
肱
川
町

役
場
風
お
こ
し
対
策
室
に
帰
属
し

ま
す
。

七
、
応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
九
七
ー

一
五

愛
媛
県
喜
多
郡
肱
川
町

大
字
山
鳥
坂
七
四
番
地

肱
川
町
役
場
風
お
こ
し
対
策
室

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
募
集
係

~
o
八
九
三
ー
＿
―
-
四
ー
ニ
三
―
―

◎
申
込
み
先

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

電
話
で
の
ご
注
文
で
も
結
構
で
す
。

（6
-
―
-
四
ー
ニ
ニ
四
四
番
）

199999999999

99

99••9999999999

9
99999999

J 

ー
あ
ん
な
こ
と
、

一

こ

ん

な

こ

と

一

ー
地
域
で
の
行
事
や
、
ほ
ほ
え
ー

ー
ま
し

い
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま
ー

ー
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
お
ー

一
伺
い
し
て
取
材
し
、
広
報
や
放
ー

ー
送
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

ー
電
話
で
結
構
で
す
。

一

竺
一
四
ー
ニ
三
一

―

役
場
の
広
親
係
ま
で
一

r

,

'

’
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往ぷ

議

長

西

田

盛

夫

氏

副

議

長

三

好

一

男

氏

三好副議長 西田議長

五
月
十
二
日
、
肱
川
町
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
、
次
の
と
お
り
正
副
議

長
の
選
挙
お
よ
び
委
員
会
の
構
成
が

行
な
わ
れ
、
ま
た
任
期
満
了
に
伴
な

う
助
役
選
任
、
収
入
役
の
選
任
が
そ

れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

助

役

収
入
役

森永

永田助役
繁幸

祠
務
委
員
会
〕

◎
岩
田
清
茂

0
沖
野
恒
三

神
井
恵

一
郎
沖
野
常

一

下

石

勲

沖

浦

賢

嗣

西

田

盛

夫

〔
産
業
委
員
会
〕

◎
渡
辺
弘
務

0
山
中
美
茂
大
田
恒

三

好

一

男

冨

氷

計

次

石

河

次

郎

和
気
邦
嗣

万
ム
対
策
特
別
委
員
会
〕

◎
沖
野
常
一

0
山

中

美

茂

大

田

恒

岩

田

清

茂

渡

辺

弘

務

沖

浦

賢

嗣

ー

ー

/
)
1
1
1

田

利

常
任
委
員
会

◎

11委
員
長

0
11副
委
員
長

（
敬
称
略
）

町
職
員
の
人
事
異
動
を
、

六
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り

行
い
ま
し
た
。

|
（
）
内
は
旧
位
ー

0

総
務
課
長

増
田
勇
人
（
税
務
課
長
）

0

風
お
こ
し
対
策
室
長

安
川
武
志
（
社
会
教
育
課
長
）

0

社
協
・
事
務
局
長
（
課
長
級
）

二
宮
賢
一
郎
（
課
長
補
佐
）

0

税
務
課
長

曽
根
行
雄
（
税
務
課
長
補
佐
）

0

税
務
課
長
補
佐
兼
調
査
登
記
係
長

和
気
武
士
（
町
民
課
保
健
衛
生
係
長
）

0

町
民
課
長
補
佐
兼
保
健
衛
生
係
長

都
谷
征
也
（
町
民
課
戸
籍
係
長
）

0

町
民
課
戸
籍
係
長

宮
本
正
三
（
町
民
課
国
保
年
金
係
長
）

0

町
民
課
国
保
年
金
係
長

山
田
美
智
子
（
町
民
課
国
保
年
金
係
）

0

町
民
課
主
事
（
町
民
課
国
保
年
金
係
）

沖
野
晃
己
（
町
民
課
町
民
福
祉
係
）

0

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
ヘ
出
向

藤
高
茂
治

（
風
お
こ
し
対
策
室
特
産
開
発
係
）

町職員異動

肱
川
町
議
会
臨
時
会

醗
議
長
に
西
田
氏
を
選
出

助
役
に
永
川
氏
・
収
人
役
に
森
氏

森収入役

教
育
委
員
会

0

兼
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱

大
本
清
光
（
教
育
長
）

0

社
教
教
育
課
長
補
佐
兼
公
民
館
長
補

佐
兼
農
業
資
料
館
長
補
佐

冨

永

勲
（
風
お
こ
し
対
策
室

情
報
宣
伝
係
長
）

愛
媛
県
警
察
官
（
大
学
卒
）

採
用
候
補
者

試
験
案
内

愛
媛
県
人
事
委
員
会
、
愛
媛
県
替

察
本
部
で
は
、
次
の
と
お
り
警
察
官

（
大
学
卒
）
の
採
用
侯
補
者
試
験
を
行

な
い
ま
す
。

④
受
付
期
間

平
成
元
年
六
月
十
三
日
か
ら
七
月

十
二
日
ま
で
の
間
。

④
受
験
資
格

①
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
若
し
く

は
こ
れ
と
同
等
と
人
事
委
員
会
が
認

め
る
も
の
を
卒
業
し
た
も
の
又
は
大

学
等
を
平
成
二
年
三
月
末
ま
で
に
卒

業
す
る
見
込
の
も
の
。

②
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者
。

④
試
験
の
方
法

試
試
験
は
、
第

一
次
試
験
及
び
第
二

次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第

試験日、場所及び合格発表

区 分 試験日 場 所 合格発表

平成元年 (1)松山東警察署 平成元年8月上旬に愛

7月30日:(H: 
（松山市勝山町二丁目13番地2) 媛県庁前掲示板に掲示

第 1次試験 ［午午前学科
(2)新居浜警察署市 するほか、合格した者

後身体 （新居浜市久保田町三丁目9番8号） に通知します。

(3)宇和島警察署

（宇和島市並松二丁目1番30号）

平成元年10月下旬に愛

第 2次試験 第 1次試験に合格した者に通知します。
媛県庁前掲示板に掲示
するほか、合格した者
に通知します。

◎
試
験
の
内
容
、
受
験
手
続
、
給
与
、

合
格
か
ら
採
用
ま
で
、
採
用
予
定
人

員
、
職
務
の
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
、

愛
県
人
事
委
員
会
事
務
局
、
愛
媛
県

警
察
本
部
警
務
課
、
愛
媛
県
警
察
学

校
又
は
県
下
各
警
察
署
へ
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

一
次
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て

行
な
う
。
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〈
が
ん
の
ト
ッ
プ
は
胃
が
ん
〉

昭
和
五
十
六
年
以
来
、
が
ん
は
日

本
人
の
死
亡
原
因
第
一
位
に
な
り
、

そ
の
中
で
も
、
最
も
多
い
の
が
胃
が

ん
で
す
。
〔
図
l
〕
に
、
肱
川
町
の

過
去
四
年
間
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

”
を
み
て
も
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
〔
図

2
〕
か
ら
も
、
毎
年
の
よ
う
に
、
胃

が
ん
で
死
亡
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

〈
胃
が
ん
の
自
覚
症
状
〉

①
み
ぞ
お
ち
の
と
こ
ろ
が
時
々
痛
む

と
き

②
上
腹
部
の
圧
迫
感
や
、
膨
満
感
、

食
欲
不
振
の
あ
る
と
き

③
慢
性
胃
炎
、
胃
潰
瘍
を
わ
ず
ら
っ

て
い
る
人
が
食
欲
不
振
や
体
重
の

減
少
、
貧
血
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た

と
き
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
て
き
た
ら
早

図 1

10人

5人

がんによる死亡者

日昭和63年

□昭和62年
□昭和61年
田］昭和60年

〈
胃
が
ん
の
診
断
方
法
〉

0

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

胃
の
場
合
、
た
だ
そ
の
ま
ま
撮
し

た
の
で
は
、
胃
の
形
は
わ
か
り
に
く

い
の
で
、
バ
リ
ウ
ム
を
服
用
し
て
撮

し
ま
す
。
種
々
な
角
度
か
ら
透
視
し
、

胃
壁
の
動
き
や
胃
粘
膜
の
模
様
を
よ

く
し
ら
べ
ま
す
。

0

内
視
鏡
検
査

胃
に
細
い
管
を
挿
入
し
て
胃
を
内

面
か
ら
、
粘
膜
面
を
直
接
見
る
方
法

で
す
。

0

細
胞
（
ま
た
は
組
織
）
検
査

胃
液
の
中
に
お
ち
て
い
る
が
ん
細

胞
を
見
つ
け
出
し
て
が
ん
を
診
断
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
胃
を
洗
浄

し
て
吸
引
し
た
り
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ス

コ
ー
。
フ
で
の
ぞ
き
な
が
ら
、
疑
わ
し

い
部
分
を
こ
す
っ
て
材
料
を
と
り
顕

微
鏡
で
し
ら
べ
ま
す
。

〈
胃
が
ん
に
な
ら
な
い
法
〉

胃
が
ん
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
は

め
に
診
断
を
受
げ
ま
し
ょ
う
。

昔
か
ら
食
物
と
の
関
係
が
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
う
も
日
本
人
に
胃
が

ん
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て

食
生
活
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
確

か
の
よ
う
で
す
。

食
生
活
の
中
で
、
統
計
的
に
は
っ

き
り
出
て
い
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
―
つ
は
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
で

す
。
と
く
に
塩
か
ら
い
漬
物
が
い
け

な
い
よ
う
で
す
。
塩
か
ら
い
も
の
を

多
く
と
る
と
、
胃
粘
膜
表
面
に
慢
性

の
刺
激
と
損
傷
を
あ
た
え
て
胃
が
ん

を
お
こ
し
や
す
く
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。も
う
―
つ
は
、
牛
乳
を
多
く
飲
ん

で
い
る
人
ほ
ど
胃
が
ん
に
か
か
り
に

く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
ら
だ
が

低
蛋
白
状
態
に
あ
る
と
、
胃
の
粘
膜

が
塩
分
な
ど
で
損
傷
を
う
け
や
す
い

の
に
、
牛
乳
を
あ
た
え
る
と
そ
れ
が

お
こ
り
に
く
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て

富。 図2 胃がん検診の受診状況
486 

412 

4007 354 
387 

348 348 
365 

300 330 

昭和 56 57 58 59 60 61 62 63 

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
胃
が
ん
の
予
防
に

は
、
塩
か
ら
い
も
の
を
多
く
と
り
過

ぎ
な
い
こ
と
、
牛
乳
を
多
く
飲
む
こ

と
が
よ
い
わ
け
で
す
。

そ
の
ほ
か
私
た
ち
の
調
査
で
は
、

「
大
食
す
る
人
」
「
よ
く
か
ま
な
い

人」

「食
休
み
を
十
分
に
と
ら
な
い

人
」
こ
う
い
う
人
が
胃
が
ん
患
者
に

多
く
み
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
注
意
し
て
下
さ
い
。

． ． 
。.... 

o
o
o
 ..
.
.
.
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胃がん発見者と胃がん死亡者の年次推移
〇胃がん発見者

●胃がん死亡者

石戸美鈴ちゃん

（中居谷）

大越翔平君

（柳）

栗木豊君

（共栄）

白岩悠希君

（中野）

堀川史恵ちゃん松本幸子ちゃん

（瓜生谷） （山槌）

昭
和

63
年
度
3
オ
児
健
康
診
査
に

お
い
て
、
対
象
2
2
名
中
次
の

6
名
が
、

む
し
歯
な
し
の
子
供
で
し
た
。

2

む
し
歯
な
し
—
ー

J

幼

児

紹

介

L
_
 



(7) ~。©。別 し9," 吟喝；虔匈 団しぶ・ ス1館疇

私
が
受
彰
し
た
の
も
、
役
員
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
御
支
援
の
お
陰
と
心

か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

三瀬正さん

（市之畦）

こ
れ
を
機
会
に

一
層
安
全
運
転
を
し
た
い

◎
愛
媛
県
警
察
本
部
長
、
愛
媛
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

優
良
運
転
者

私
が
免
許
取
得
以
来
三
十
四
年
間

無
事
故
で
通
せ
た
事
は
、
毎
日
が

0

の
日
と
し
て
安
全
運
転
に
心
が
け
て

来
た
事
で
す
。
心
が
け
し
だ
い
で
誰

で
も
受
彰
で
き
ま
す
。

私
が
日
頃
安
全
運
転
に
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
、
初
心
に
返
っ
て
ル

ー

ル
、
マ
ナ
ー
を
守
る
、
制
限
速
度
を

守
り
車
間
距
離
を
充
分
に
取
る
、
夜

間
雨
天
時
は
ス
ピ

ー
ド
を
ひ
か
え
め

に
す
る
、
睡
眠
不
足
や
過
労
時
は
遠

距
離
運
転
を
し
な
い
。

無
事
故
運
転
は
運
転
す
る
個
人
は

勿
論
で
す
が
、
悩
み
や
心
配
ご
と
が

松本久夫さん

（上鹿野川）

は

J

ゆ
と
り
・
慎
重
・
心
が
け

彰

第

二

十

八

回

交

通

安

全

こ

の

表

彰

を

機

会

に

、

よ

り

一

層

が

受

県
民
大
会
は
、
五
月
二
十
交
通
安
全
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

人

で

四
日
県
民
文
化
会
館
で
開
皆
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
な
っ

て
、

4
手

か

れ
、
ま
た
、
五
月
二
十
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た

五
日
に
は
大
洲
市
庁
舎
大
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
に
お
い
て
大
洲
交

ら
転

通
安
全
協
会
総
会
が
催
さ

ん
運
Jれ

ま
し
た
。

さ
良

そ
の
、
両
会
場
に
お
い

瀬

優
て
、
永
年
、
無
事
故
運
転

三の優
良
運
転
者
と
し
て
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
日
頃
安

全
運
転
に
心
が
け
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
一
言
ず
つ
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

い
つ
も
初
心
に

か
え
る
運
転

◎
大
洲
警
察
署
長
、
大
洲
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰

特
別
優
良
運
転
者
（
三
名
）

賓
拿
置
蒻

1で
L--」

I 

な
い
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

家
族
全
員
の
協
力
も
ま
た
必
要
で
す
。

•[
「
年
金
住
宅
融
資
」

無

事

故

運

転

は

●

利

用

で

き

る

方

ゆ

と

り

運

転

現
在
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
で

加
入
期
間
が
三
年
以
上
あ
る
方
。

丸
P B

5
□
•
資
金
の
使
い
途

を
1口
〗
亨
胃
[
[
[

●
融
資
利
率

「ゆ
と
り
こ
そ
、
無
事
故
に
つ
な

年
四
・
五
％
（

一
般
貸
付
）

が
る
道
し
る
べ
」

こ
の
標
語
を
大
切
に
し
、
出
勤
、

●
返
済
方
法

外
出
時
二
十
分
ー
三
十
分
の
余
裕
を

-i_＿
元
金
均
等
償
還
、
元
利
均
等
償
還

持
っ
て
、
速
度
を
出
し
過
ぎ
ず
、
無

―――-―-＿一選択可
。

理
な
追
越
し
を
せ
ず
、
万
一
の
時
に

一写

対
応
出
来
る
よ
う
に
「
ゆ
と
り
」
を
-i

＿一
考

＿
l
-

羊
し
く
ょ
、
社
団
法
人
、
愛
媛
県

も
つ
運
転
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
考

舌
口

i

＿―-
― 
＿
i
-

年
金
福
祉
協
会
。

―-i-

松
山
市
南
堀
端
町
五
番
地
七

走
行
前
点
検
の
励
行
一
―
―
―
-l

＿
 

—-— 
～

松

山

東

京

生

命

館

-i-

印

号

＿

電

話

（
O
八
九
九
）
四
一
ー
七
六
六
七

禾

一

写

ん

-l-― 

サ
'
大

写

さ

(

―

-l-

‘
 

贔
9[
口
／
〗
二

0の
金融
機
関
て

車
を
動
か
す
時
は
、
必
ず
事
前
点
~
一

＿ニ
セ
モ
ノ
に
注
意

ー

-i

ー＿

検
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
一
一
一
新
聞
の
折
込
み
な
ど
で
、
よ
く
見

―
-l-

特
に
、
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
具
合
を
-
[
か
け
る
も
の
に
、
展
示
即
売
会
を
開

確
か
め
ま
す
。
カ
ー
ブ
で
は
細
心
の
了
[
-
催
し
大
安
売
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

注
意
を
し
て
い
る
、
あ
た
り
ま
え
の
ま
す
。

こ
と
で
す
が
、

「わ
ぎ
見
運
転
」
な

ど

＋

必

ず

物

を

手

に

取

っ

て

確

認

し

｀

す

。

品

質

の

吟

味

を

行

な

う

と

同

時

に

農作業賃金目安表

項 目 区分 賃 金

田植作業(1日当たり）
男 5,500円

水 女 4,000円

6,500円

田 田植機(10a当たり） I 

8,000円

作
春田おこし(10a当り ）

男 10,000円

女 8,000円

業 しろかき (loa当り ） 8,000円

すきかき (lOa当り ） 12,000円

一般農作業(1日当たり） 5,500円

3,800円

平成元年3月15日
膜
作
業
賃
金
の
目
安
に
つ
い
て
l

・

（
農
業
委
員
会
の
目
安
）

/
 

〇
極
端
に
安
く
な
っ
て
い
る
商
品
は

よ
く
確
か
め
る
（
日
頃
か
ら
標
準
的

な
価
格
や
商
品
知
識
を
も
っ
て
お
く
）

0
店
員
に
、
本
物
か
ど
う
か
、
修
理

等
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
聞
い
て
み
る
。

0
信
用
の
お
け
る
店
で
購
入
す
る
。

（
購
入
し
た
商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対

応
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
お
店

選
び
の
―
つ
の
目
安
に
な
り
ま
丸

最
近
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
巧
妙
な
ニ
セ

モ
ノ
が
増
え

て
お
り
、

一
増
の
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
賃
金
は
、
あ
く
ま
で
目
安
で

す
か
ら
地
区
の
習
慣
や
本
人
の
能
力
、

土
地
の
条
件
等
に
よ
っ
て
、
お
互
い

の
話
し
合
い
で
決
定
し
て
下
さ
い
。

保
証
書
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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支所別推進目標（定期積金）

支所名 人数 5月末残高 推進目標 ムロ 計

本 所 13 54,296 13,900 68,196 

宇和川 8 19,501 8,500 28,001 

大 谷 6 16,014 5,500 21,514 

予子林 4 10,704 5,300 16,004 

／ ロ 計 31 100,515 33,200 133,715 

農
協
で
は
夏
期
の
農
協
貯
金
特
別
推
進
運
動
を
六
月
一

日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。

去
る
六
月
五
日
か
ら
、
ス
ー
パ

l
M
M
C
が
発
売
と
な

り
、
又
六
月
十
九
日
か
ら
は
預
貯
金
金
利
の
改
正
も
行
わ

れ
、
預
貯
金
金
利
は
、
自
由
金
利
を
ふ
く
め
上
昇
の
傾
向

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ス
ー
パ

l
M
M
C
の
推
進
と
合
わ
し
、

定
期
積
金
の
契
約
推
進
を
行
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
四
月
一
日
か
ら
稼
働
致
し
て
お
り
ま
す

A
T
M

（
自
動
支
払
機
）
を
十
分
に
使
用
、
活
用
し
て
頂
く
為
に
も
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
推
進
と
、
カ

ー
ド
ロ
ー

ン
等
の
推

進
も
一
緒
に
行
い
ま
す
の
で
、
充
分
ご
検
討
を
頂
き
ご
協

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

c 

・300ガ円以上の貯蓄の決定版．1高利回りでお利息確定

、農協の新型定期ス—I
r 

高利回り
お利息確定なので安心
農協のスーパーMMCの利率は、高利回りなCO

（譲渡性預金）の利率を基準に決定されるので、断

然お得です。利率はお預け入れ時に確定するので

安心です。

分散している預貯金を
まとめて農協のスーパーMMCへ
スーパーMMCの最低預け入れ金額は300万円。定

期貯金やボーナスをまとめてお預け入れになるのが

有利です。お気軽に農協の窓口へこ相談ください。

期間は2種類6ヵ丹ものと1年もの
スーパーMMCの預け入れ期間は、6か月とl年の2

種類です。満期日ことに自動継続することもできます。

農協の新型定期スーパ―MMC
商品概要

預入金額 300万円以上1万円単位

預入期間 6か月・1年

適用利率
直近lか月のCO（譲渡性預金）の平均レート
を塞準に決定

中途解約
期閻6か月未満…..……••普通貯金利率

期間6か月以上1年未満… •約定利率の5096

付利単位 1円

I-MMCを満期日ことに自動継続 I

こんな使い方もできます。

まとまった資金をさらに大きく．I
元金成長型
スーパーMMCを満期日ごとに、その高利回りのお

利息とともにまとめて自動継続します。利息が利息

を生んでさらに大きくなります。

お利

お利息りー一翌星►丘三:
あわせ
自動継粍

▲お預け入れ ▲満期日 ▲満期日 ▲満期日

満期曰ことに高利回りのお利息をI
利息受取型
6か月4年ごとの満期日にお利息だけを受け取って

元金だけを自動継続。元金を減らさす高利回りの

お利息をお楽しみになれます。

曇 直

口
▲お利息

▲お預け入れ ▲満期日

息

臼

利

期

お

満
▲
-

＿

▲
 

低
金
利
が
続
く
中
で
高
金
利
の
思

考
が
高
ま
る
時
に
、
全
く
ふ
さ
わ
し

い
新
型
定
期
貯
金
、
ス
ー
パ

l
M
M

C
が
六
月
五
日
よ
り
発
売
と
な
り
ま

[

c

 

し
た
。こ
の
商
品
は
預
け
入
れ
額
三
百
万

円
以
上
で
、
六
ヶ
月
も
の
と
一
ヶ
年

も
の
が
今
回
取
扱
う
事
に
な
り
ま
し

新
登
場
、
ス
ー
バ
ー
M
M
C

▲お利息

I 
▲満期日

こ。
↑
 
県
下
で
も
非
常
に
好
評
を
受
け
て
お

り
初
日
よ
り
申
込
み
が
殺
到
し
て
居

り
ま
す
。

銀
行
預
金
、
郵
便
貯
金
等
合
わ
し

て
ど
う
か
一
口
ご
契
約
を
宜
敷
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第十四条（書面交付）
の規定にもとづき次の通り通知いたします。

メーター料金表(5)-2

m 3 0.0 0. 1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0. 9 7 0.8 0.9 
1 1,030 1,060 1,080 1, llO 1,130 1,160 1,190 1,210 1,240 1,260 

2 1,290 1,320 1,340 1,370 1,390 1,420 1,450 1,470 1,500 1,520 

3 1,550 1,570 1,600 1,630 1,660 1,690 1,720 1,750 1,770 1,800 

4 1,830 1,860 1,890 1,920 1,950 1,970 2,000 2,030 2,060 2,100 

5 2,140 2,190 2,230 2,270 2,310 2,350 2,400 2,440 2,480 2,520 

6 2,560 2,610 2,650 2,690 2,730 2,780 2,820 2,860 2,900 2,940 

7 2,990 3,030 3,070 3,llO 3,150 3,200 3,240 3,280 3,320 3,360 

8 3,410 3,450 3,490 3,530 3,570 3,620 3,660 3,700 3,740 3,780 ， 3,830 3,870 3,910 3,950 3,990 4,040 4,080 4,120 4,160 4,200 
10 4,240 4,280 4,320 4,360 4,400 4,440 4,480 4,530 4,570 4,610 

11 4,650 4,690 4,730 4,770 4,810 4,850 4,890 4,930 4,970 5,010 

12 5,050 5,090 5,130 5,170 5,210 5,260 5,300 5,340 5,380 5,420 

13 5,460 5,500 5,540 5,580 5,620 5,660 5,700 5,740 5,780 5,820 

14 5,860 5,900 5,940 5,990 6,030 ¥6, 060 6,100 6,140 6,180 6,210 

15 6,250 6,290 6,330 6,360 6,400 6,440 6,480 6,510 6,550 6,590 

16 6,630 6,660 6,700 6,740 6,780 6,810 6,850 6,890 6,930 6,960 

1 7 7,000 7,040 7,080 7,110 7,150 7,190 7,230 7,260 7,300 7,340 

18 7,380 7,420 7,450 7,490 7,530 7,570 7,600 7,640 7,680 7,720 

19 7,750 7,790 7,830 7,860 7,900 7,930 7,970 8,010 8,040 8,080 

20 8,110 8,150 8,180 8,220 8,250 8,290 8,320 8,360 8,390 8,430 

21 8,470 8,500 8,540 8,570 8,610 8,640 8,680 8,710 8,750 8,780 

22 8,820 8,850 8,890 8,930 8,960 9,000 9,030 9,070 9,100 9,140 

23 9,170 9,210 9,240 9,280 9,320 9,350 9,390 9,420 9,460 9,490 

24 9,530 9,570 9,610 9,650 9,690 9,730 9,770 9,810 9,850 9,880 

25 9,920 9,960 10,000 10,040 10,080 10,120 10,160 10,200 10,240 10,280 

26 10,320 10,360 10,400 10,440 10,480 10,520 10,560 10,600 10,640 10,680 

27 10,720 10,760 10,800 10,840 10,880 10,920 10,960 11,000 11,040 11,080 

28 11, 120 11,160 11, 190 11,230 11,270 11, 310 11,350 11,390 11,430 11,470 

29 11,510 11,550 11,590 11,630 11,670 11, 710 11,750 11, 790 11,830 11,870 

30 11,910 11,950 11,990 12,030 12,070 12,110 12,150 12,190 12,230 12,270 

31 12,310 12,350 12,390 12,430 12,470 12,500 12,540 12,580 12,620 12,660 

32 12,700 12,740 12,780 12,820 12,860 12,900 12,940 12,980 13,020 13,060 

33 13,100 13,140 13,180 13,220 13,260 13,300 13,340 13,380 13,420 13,460 

34 13,500 13,540 13,580 13,620 13,660 13,700 13,740 13,780 13,810 13,850 

35 13,890 13,930 13,970 14,010 14,050 14,090 14,130 14,170 14,210 14,250 

36 14,290 14,330 14,370 14,410 14,450 14,490 14,530 14,570 14,610 14,650 

37 14,690 14,730 14,770 14,810 14,850 14,890 14,930 14,970 15,010 15,050 

38 15,090 15,130 15,160 15,200 15,240 15,280 15,320 15,360 15,400 15,440 

39 15,480 15,520 15,560 15,600 15,640 15,680 15,720 15,760 15,800 15,840 

40 15,880 15,920 15,960 16,000 16,040 16,080 16,120 16,160 16,200 16,240 

41 16,280 16,320 16,360 16,400 16,440 16,470 16,510 16,550 16,590 16,630 

42 16,670 16,710 16,750 16,790 16,830 16,870 16,910 16,950 16,990 17,030 

43 17,070 17, llO 17,150 17,190 17,230 17,270 17,310 17,350 17,390 17,430 

44 17,470 17,510 17,550 17,590 17,630 17,670 17,710 17,750 17,780 17,820 

45 17,860 17,900 17,940 17,980 18,020 18,060 18,100 18,140 18,180 18,220 

46 18,260 18,300 18,340 18,380 18,420 18,460 18,500 18,540 18,580 18,620 

47 18,660 18,700 18,740 18,780 18,820 18,860 18,900 18,940 18,980 19,020 

48 19,060 

ガ
ス
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ
！

こ
の
度
、
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
五
月
一
日
以
降
検
針
分
か
ら
こ
れ
ま
で
の
料
金
に
消

費
税
分
を
上
乗
せ
し
て
左
記
料
金
表
で
ご
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
料
金
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
の
百
三
分
の
三
が
消
費
税
と
し
て
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

玄ァ

• ::．：冒．：；：

スポ ッ 卜 古

ひとり、ふたり、大勢の……

どんな旅でもお気軽にご相談ください。

JR、航空券等はお早めに農協の窓□ヘ

肱川農協観光課
TE L 0893-34-2321 
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ー木言昌材 ニーノ一 ―』一， ！ 椎茸市況・
• • I ,.  -ニ・ —2=-- i 
． ！  

！ 優良材生産は直材づくりから．I
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I : 

！ 
！ 

！ 
． ！ 

！ 肱川土場木材相場表
第 51 0回市平成元年 5月27日 i肪JIl町森林組合乾椎茸相場表］ ！ 

i 
！ 

1. 市売日…平成元年 5月16日

！ 
県森連市より （単位オ当り：円） ！ 

! ・ 、 .
. 1 販売数蓋・・105ケース 1,613. 8kg 

ス
！ 長さ未口径

ギ ヒノキ マッ 1．平均単価ぃ3,422円 ！ 
• その他 ！ 

チョクマガリチョクマガリ チョグ 1. 銘柄別価格 ！ i 7cm下本 187本 120本 273本 l20 松パルプ ！ 
8~10::吐本 204本 135本 482本 187 末口 7 cm上

銘 柄単 価比率銘柄単 価比率

i 4m  ll~12.c吐 56 - 93 - 18cm上 53 長さ1.7~1.9 大 厚 9, 690 1 特用大葉 ― - i i lJl;土 悶 二 ｝悶 二24cnl上 67 雑 パ）レフ゜ 25 中 厚 7, 054 2 特用中葉 4, 949 3 ! i 7 em下本 105本 62本 112本 62 虐□；盟上 小 厚 4. 558 3 特用小葉 3. 539 7 ! 
181 :mm ［本 1昇本 l[2本 1悶本 14/ 39 大ウス 6, 340 1 大 バレ 3. 170 4 ! 

t I 3 ml1西上（一） 74 - 156 バリ材 ・ 中ウス 5. 853 3 中バレ 3. 241 9 
！ 

-118cm上 49 材（松・杉•桧）
中小ウス

、. ！ 
t I 11＆吐国 84 I -I 196 I -124cm上 56 末口 3~ 6 cm 4,520 9 小ハレ 2, 627 13 ! 

1．概要 共進会の市売により品柄も良く、買いて商社も多かった為、

厚 ＇肉、 うす葉、が高イ直相場だった。

梅雨に入るので椎茸を保管されて l 組合の低温倉庫に出荷して頂きますよう御願いいたします。
！ 

--------------・------・---------・---------------―' 

63 154 長さ 2m  
本一 本 本一 本 72F 

2m  14 14 
28 56 13cm上 25 ヤ公ハリ材

49 109 30cm上 25 16cm-22cm 

93 301 3 m70円
6 m 

102 336 4 m74円

特選
126 284 
231 1,035 

梅雨期を控えて、全般に弱気配相場
備考
しかし、良材は以前好調。

／」、ウス 3,467 10 変 升多 2,950 5 

ジャミウス 2, 485 8 色落ウス 2,999 4 

冬 大 一色 悪 2,489 14 

冬 中 ー 旱ヽヽヽヽ 子 852 4 

冬 ,Jヽ ーその他

今
年
も
ま
た
、
下
刈
り
の

季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

昨
今
の
林
業
の
状
況
の
中
に

お
い
て
は
、
造
林
面
積
は
減

少
し
て
い
る
と
は
い
え
、
炎

天
下
で
の
下
刈
り
作
業
は
大

変
な
重
労
働
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
さ
ら
書
く
必
要

も
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

下
刈
り
は
、
植
裁
後
造
林
木

が
一
定
の
樹
高
に
生
長
し
雑

草
木
と
の
競
争
が
な
く
な
る

ま
で
、
周
囲
の
雑
草
木
に
よ
っ

て
被
圧
さ
れ
成
長
が
抑
制
さ

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
行
う

作
業
で
あ
り
ま
す
。

下
刈
り
の
方
法
は
、
植
裁

樹
種
の
特
性
、
造
林
地
の
植

生
、
土
壌
の
良
否
、
労
務
事

情
、
造
林
地
の
広
さ
等
を
考

慮
し
て
、
手
刈
、
刈
払
機
、

除
草
剤
散
布
の
中
か
ら
効
率

の
よ
い
も
の
を
選
ぶ
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

◎
脱
・
除
草
剤

今
回
は
、
前
述
の
三
つ
の

方
法
の
中
か
ら
除
草
剤
散
布

に
つ
い
て
若
干
ご
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

除
草
剤
を
使
用
す
る
場
合

の
条
件
と
し
て
は
、
造
林
地

が
広
く
、
労
務
事
情
の
関
係
、

ま
た
、
造
林
地
の
植
生
が
比

表 ー 1 試験区別効果表

試＼験区目散布時期 散布量 対象植生
効 果
1年目 2年目 3年目

トリク ロ ビル 下刈時 100kg／征 低木類 ．゚ ． 
トリクロビル

” 
，， 低木類キ ヽ， ， テトラビオン スス

テトラピオ‘ノ 1 1 月 30kg/ha ススキ

゜゚” ” 40.kg/ha ” ゜゚” 2 月 30kg/ha II ．゚ 
” ” 40kg/ha ” ゜゚〇：下刈不要 0：下刈一部必要 ●：下刈必要

較
的
単
純
な
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

除
草
剤
と
聞
い
た
だ
け
で
顔
を
し
か
め

る
人
た
ち
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
軍
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
枯
葉
剤
と
し

て
使
っ
た

2
.
4
.
5
T
に
不
純
物
と
し

て
混
ざ
っ
て
い
た
猛
毒
ダ
イ
オ
キ
シ
ソ
が

頭
に
浮
か
ぶ
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
日
本
赤
軍
が
浅
間
山
麓
で
爆
弾
を
つ

く
っ
た
の
も
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
系
の
除
草
剤

で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ソ
な
ど
は
9

化
学

物
質
等
審
査
規
制
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ

て、

D
D
T
や
P
C
B
な
ど
と
共
に
第

一

種
特
定
化
学
物
質
に
指
定
さ
れ
て
、
健
康

に
害
が
あ
る
環
境
汚
染
物
質
と
し
て
、
製

造
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方

で
は
、
林
地
除
草
剤
に
対
す
る
考

え
方
が
以
前
と
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

潔
癖
な
下
刈
り
（
雑
草
木
を
完
全
に
枯
ら

・
下
刈
り
の
時
期
で
す

す
）
で
な
く
、
従
来
よ
り
も
少
薬
量
で
局

所
的
な
使
用
に
よ
り
、
し
か
も
成
分
的
に

雑
草
木
の
生
育
を

一
定
期
間
抑
え
る
と
い

う
方
向
で
あ
り
ま
す
。

林
業
試
験
場
が
県
下
三
ヶ

所
で
実
施
し

た
林
地
除
草
剤
の
減
量
散
布
試
験
の
結
果

を
表
ー
に
示
し
ま
す
。
ト
リ
ク
ロ
ピ
ル
剤

は
散
布
当
年
の
抑
制
効
果
は
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
二
年
目
に
は
地
上
部
が
完
全
に
枯

死
し
た
も
の
以
外
は
再
生
し
、
下
刈
り
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
テ
ト
ラ
ピ
オ
ソ
剤
は
、

散
布
時
期
と
散
布
量
に
よ
っ
て
反
応
が
異

な
り
、
全
般
的
に
経
済
性
の
面
で
手
刈
り

よ
り
も
劣
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
（
一
部

『
現
代
林
業
』
よ
り
）

冒
頭
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
下
刈
り
作

業
は
い
ろ
い
ろ
な
保
育
作
業
の
う
ち
一
番

き
つ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ

て
お
り
、
ま
た
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ソ
も
大
変

重
要
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
除
草
剤

を
多
用
す
れ
ば
、
林
地
に
薬
剤
が
残
留
し
、

や
が
て
は
地
下
水
な
ど
と
と
も
に
流
出
し
、

川
の
水
等
を
汚
染
す
る
恐
れ
も
充
分
に
考

え
ら
れ
ま
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
林

地
用
の
除
草
剤
は
約
二
十
種
あ
り
ま
す
が
、

雑
草
木
の
生
育
を
抑
制
す
る
除
草
剤
が
中

で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

様
々
な
事
情
が
多
々
お
あ
り
か
と
存
じ

ま
す
が
、
除
草
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、

手
刈
り
や
刈
払
機
な
ど
と
併
用
し
、
で
き

る
だ
け
少
量
で
済
ま
す
よ
う
心
が
け
て
下

さ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

林
改
・
加
藤
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水

気
温
が
高
く
な
る
と
鋤
ぎ
こ
ん
だ

麦
わ
ら
や
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
が
急

速
に
分
解
し
て
、
有
機
酸
や
硫
化
水

素
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、
稲

の
根
を
い
た
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
田
に
入
り
気
泡
が
で
る
場
合
は
、

早
急
に
落
水
し
て
土
中
へ
空
気
を
入

れ
、
根
を
健
全
に
育
て
て
下
さ
い
。

分
け
つ
期
間
は
、
な
る
べ
く
浅
水

に
し
て
分
け
つ
を
促
し
ま
す
が
、
必

要
な
茎
数
が
確
保
さ
れ
た
ら
、
無
効

分
け
つ
の
抑
制
・
倒
伏
防
止
・
根
の

健
全
化
な
ど
の
生
育
調
整
を
ね
ら
い

”
に
中
干
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
稲
の

生
育
状
況
に
よ
っ
て
中
干
し
の
程
度

を
変
え
、
で
き
す
ぎ
の
場
合
に
は
強

く
、
や
や
悪
い
場
合
に
は
軽
く
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
適
正
な
中
干
し

は
、
田
面
に
軽
く
小
ヒ
ビ
が
入
る
程

度
で
す
。
中
干
し
後
は
気
温
の
上
昇

に
と
も
な
い
常
時
堪
水
し
て
お
く
と
、

土
中
の
酸
素
不
足
を
ま
ね
き
、
根
ぐ

さ
れ
を
起
し
ま
す
の
で
、
間
断
湛
水

か
、
か
け
流
し
灌
水
を
し
て
根
機
能

の
低
下
を
防
い
で
下
さ
い
。

黒
大
豆
の
栽
培
管
理

黒
大
豆
の
播
種
は
六
月
二
十
日
頃

が
適
期
で
、
早
播
き
す
る
と
茎
が
長

く
な
り
、
倒
伏
し
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

大
豆
は
根
粒
菌
が
多
く
着
生
し
て

い
る
た
め
に
、
土
中
の
酸
素
消
費
量

が
多
く
、
降
雨
の
た
め
土
壌
が
固
く

な
り
、
土
中
の
通
気
性
が
悪
く
な
り

ま
す
の
で
、
中
耕
に
よ
り
土
中
へ
の

酸
素
の
補
給
を
行
い
、
同
時
に
培
土

を
行
っ
て
発
根
を
助
長
し
て
下
さ
い
。

中
耕
培
土
は
二
回
に
分
け
て
行
い
、

一
回
目
は
本
葉
3
葉
期
に
中
耕
し
子

葉
節
が
か
く
れ
る
程
度
に
培
土
し
、

二
回
目
は
本
葉

5
葉
期
に
初
生
葉
か

ら
本
葉
第
1
葉
が
か
く
れ
る
程
度
に

培
土
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
本
葉
四
ー
，六
枚
で
摘
芯
し

ツ
ル
ボ
ケ
の
防
止
と
、
分
枝
の
発
生

を
促
し
て
下
さ
い
。
目回

目

一
、
栗
の
病
害
虫
防
除

①
ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ

六
月
上
旬
か
ら
イ
ガ
に
寄
生
が
始

ま
り
六
月
下
旬
に
は
成
虫
と
な
っ
て

産
卵
を
始
め
る
。
多
発
生
園
で
は
七

月
中
旬
こ
ろ
早
期
落
毬
す
る
か
、
イ

ガ
の
発
育
が
悪
く
な
り
、
熟
期
前
に

若
ハ
ゼ
（
緑
色
で
裂
果
す
る
）
を
起
こ

し
収
量
に
大
き
く
影
響
す
る
。

被
害
園
で
は
、
六
月
下
旬
、
七
月

中
旬
、
八
月
上
旬
に
エ
ル
サ
ソ
乳
剤

千
倍
又
は
粉
剤
を
散
布
す
る
。

②
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

年
二
回
発
生
で
、
ネ
ズ
ミ
算
式
に

増
殖
し
樹
液
を
吸
い
数
年
で
廃
木
化

す
る
。
一
回
目
幼
虫
発
生
期
は
六
月

中
旬
ー
七
月
下
旬
で
あ
る
。

防
除
は
六
月
下
旬
と
七
月
中
旬
に

エ
ル
サ
ソ
乳
剤
千
倍
を
散
布
す
る
。

六
月
下
旬
の
防
除
が
で
き
な
か
っ
た

園
は
七
月
中
旬
ス
プ
ラ
サ
イ
ト
乳
剤

の
千
五
百
倍
を
散
布
す
る
。

③
実
炭
そ
病
・
黒
色
実
腐
病

枯
れ
枝
が
多
い
園
で
多
発
傾
向
に

あ
り
、
高
温
多
湿
で
実
炭
そ
病
、
高

温
乾
燥
で
黒
色
実
腐
病
が
多
発
す
る
。

防
除
は
六
月
中
下
旬
か
ら
八
月
下

旬
ま
で
に
三
ー
四
回
ベ
ソ
レ
ー
ト
水

和
剤
二
千
倍
を
散
布
す
る
。

二
、
柚
の
ハ
ダ
ニ
防
除

晴
天
乾
燥
で
ハ
ダ
ニ
が
多
発
す
る

の
で
発
生
園
で
は
ダ
ニ
剤
を
散
布
。

三
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

①
果
実
軟
腐
病
の
防
除
。
落
花
後
か

ら
七
月
中
旬
ま
で
に
ニ
ー
三
回
ベ

ソ
レ
ー
ト
の
二
千
倍
を
散
布
す
る
。

②
摘
果
の
見
直
し
。
大
玉
果
生
産
の

た
め
六
月
末
ま
で
に
仕
上
げ
摘
果
。

③
夏
季
せ
ん
定
。
棚
下
が
暗
や
み
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
枝
か
ぎ
す
る
。

梅
雨
時
期
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期

は
、
雨
が
多
く
特
に
湿
度
が
高
く
な

る
。
畜
舎
内
で
も
湿
度
が
高
く
な
り

エ
サ
も
腐
敗
し
や
す
く
な
る
。
ま
た

糞
尿
処
理
も
し
に
く
く
な
る
の
で
、

不
衛
生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

①
湿
度
と
気
温
が
上
が
っ
て
く
る
の

で
畜
舎
内
の
喚
気
に
は
充
分
気
を
つ

け
る
。
特
に
自
然
流
下
式
の
牛
舎
で

は
、
下
か
ら
の
ア
ソ
モ
ニ
ア
ガ
ス
や

メ
タ
ソ
ガ
ス
が
発
生
す
る
の
で
注
意

す
る
。

②
ぬ
れ
た
牧
草
や
未
熟
な
粗
飼
料

（
出
穂
前
）
は
牛
の
体
調
を
く
ず
す
こ

と
が
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
給
与
し

な
い
。

③
細
菌
の
繁
殖
し
や
す
い
時
期
な
の

で
、
牛
乳
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
ミ

ル
カ
ー
・
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
等
搾
乳

器
具
の
洗
浄
・
殺
菌
は
よ
り
て
い
ね

い
に
行
う
。

④
哺
乳
用
バ
ケ
ッ
な
ど
も
細
菌
が
繁

殖
し
や
す
い
の
で
よ
く
洗
っ
て
乾
燥

さ
せ
て
お
く
。

⑤
成
牛
だ
け
で
な
く
、
子
牛
も
下
痢

を
し
や
す
い
時
期
に
な
る
。
子
牛
の

下
痢
に
は
特
に
注
意
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

⑥
牛
床
や
運
動
場
も
じ
め
じ
め
し
牛

に
と
っ
て
不
快
な
状
態
に
な
る
。
牛

床
の
乾
燥
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
場
も

排
水
対
策
や
石
灰
を
ま
き
、
乾
燥
や

殺
菌
に
努
め
る
。

7
月
4

日
（
火
）
宇
和
川
北
集
配

7

月
5

日
（
水
）
岩
谷
方
面
集
配

7
月
6

日
（
木
）
宇
和
川
南
集
配

7

月
11
日
（
火
）
月
野
尾
小
藪
集
配

7

月
12
日
（
水
）
中
津
予
子
林
集
配

7

月
13
日（木
）
大
谷
方
面
集
配

7
月
18
日
（
火
）
宇
和
川
北
集
配

7
月
19
日
（
水
）
岩
谷
方
面
集
配

7

月
20
日（
木
）
宇
和
川
南
集
配

7

月
25
日
（
火
）
月
野
尾
小
藪
集
配

7

月
26
日
（
水
）
中
津
予
子
林
集
配

7

月
27
日
（
木
）
大
谷
方
面
集
配

7
月
醤
油
配
達
予
定
日

7
月
14
日
（
金
）
岩
谷
小
藪
配
達

7
月
21
旦
金
）
宇
和
川
方
面
配
達

7
月

L
P
Gガ
ス

配
達
予
定
日

3

日
（
月
）
大
屋
敷
、
大
乎

5

日
（
水
）
上
石
丸
｀
シ
ワ
ス
ノ
、
下
小
藪
、
上
中

野
7

日（
金
）
藤
野
原
、
町
、
瓜
生
谷
の

一部

10
日
（
月
）
八
重
栗
、
上
森
山
、
大
成
谷
、
百
ヶ
市

12
日
（
水
）
久
保

15
日
（
土
）
磋
峨
谷
、
見
の
越
、
月
野
尾
、
京
造

18
日
（
火
）
広
常
、
影
地

19
日
（
水
）
中
津
、
小
倉

20
日
（
木
）
森
、
肱
栄
、
硯
、
久
下
、
樋
の
口
、
上
汗

生
22
日
（
土
）
白
石
、
上
小
藪
、
中
小
藪

25
日
（
火
）
正
山
、
ヌ
タ
ノ
、
中
居
谷
、
嘉
城
、
瓜

畦
、
カ
サ
ガ
ケ
、
道
野
尾
、
赤
岩
、
下
汗
生

28
日
（
金
）
大
駄
場
、
柳
、
郷
、
瓜
生
谷
の
一
部

31
日
（
月
）
下
敷
水
、
中
敷
水
、
上
敷
水
、
ヌ
タ
ノ
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こ

五
月
二
十
―
―
―
日
、

肱
川
町
公
民
館
で

八
幡
浜
地
方
局
大

森
商
工
労
政
課
長

を
初
め
多
数
の
来

賓
を
迎
え
、
川
上

商
工
会
の
第
二
十

七
回
通
常
総
会
が

開
か
れ
た
。

総
会
は
、
開
会

の
後
全
国
商
工
会

連
合
会
長
及
び
愛

媛
県
商
工
会
連
合

会
長
か
ら
、
過
疎

地
域
の
振
興
、
発

展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、

久
保
田
会
長
他
四

名
と
一
団
体
に
対

し
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
久
保
田

会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち

「
我
が
国

の
経
済
情
勢
は
、

内
需
主
導
に
よ
り
景
気
拡
大
傾
向
が
続

き
順
調
で
あ
っ
た
が
、
当
地
域
に
お
い

て
は
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
行
、
農
林

業
の
不
振
が
続
き

依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、

個
々
の
力
に
よ
る

地
域
活
性
化
は
む

ず
か
し
い
。
今
後

も
肱
川
町
、
河
辺

村
、
農
林
商
工
が

一
致
団
結
し
て
協

力
し
、
地
域
経
済

の
振
興
、
発
展
及

び
活
性
化
に
向
け

て
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」

と
述
べ
た
。

会
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
来
賓
の
方

か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
そ
の
あ
と

二
宮
秀
一
氏
を
議

長
に
、
昭
和
六
十

一致団結して地域経済の発展をと述べる久保田会長

団
結
し
て
地
域
経
済
の
発
展
を

活
性
化
に
向
け
一
層
の
努
力

三
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
承
認
・

平
成
元
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
決

定
・
規
約
の
一
部
改
正
な
ど
を
審
議
決

定
し
、
盛
会
の
う
ち
に
総
会
を
終
え
た
。

（
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
）

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

優
良
商
工
会

川

上

商

工

会

役
員
功
労

久
保
田
仁
之
、
向
井
保
、
岩
田
清
茂

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

役
員
功
労

中
野
光
男
•
福
田
保

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

去
る
五
月
十
二
日
、
伊
予
肱
川
簡
易

保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
で
、
大
洲
喜
多
法

人
会
の
通
常
総
会
が
開
か
れ
た
。

総
会
は
、
大
洲
税
務
署
岡
田
統
括
国

税
調
査
官
、
肱
川
町
曽
根
税
務
課
長
補

佐
他
の
来
賓
を
迎
え
、
昭
和
六
十
三
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
•
平
成
元
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
審
議
し

こ。f
 事
業
計
画
と
し
て
は
、
組
織
加
入
率

1
0
0％
を
維
持
し
、
税
務
行
政
面
に

お
い
て
は
会
員
の
要
望
及
び
実
態
を
把

握
し
改
善
に
努
め
る
。
ま
た
、
講
習
会
、

研
修
会
の
開
催
、
情
報
の
収
集
及
び
伝

食
中
毒
予
防
・
臨
店
指
導
で

食

品

衛

生

の

強

化

大

洲

食

品

衛

生

協

会

川

上

支

部

通

常

総

会

大
洲
食
品
衛
生
協
会
川
上
支
部
は
、

去
る
五
月
三
十
一
日
肱
川
町
公
民
館
で

大
洲
保
健
所
沖
永
衛
生
係
長
、
大
洲
食

品
衛
生
協
会
宇
都
宮
会
長
他
多
数
の
来

賓
を
迎
え
、
平
成
元
年
度
の
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
食
中

毒
予
防
の
推
進
、
食
品
衛
生
指
導
及
び

臨
店
指
導
、
講
習
会
の
開
催
、
共
済
事

大

洲

喜

多

法

人

会

川
上
支
部
通
常
総
会

組
織
強
化
・
情
報
収
集
で

組
織
力
を
強
化

業
の
推
進
等
食
品
衛
生
の
強
化
を
決
定

し
た
。
続
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
を
行
い
、
支
部
長
に
岩
田
清
茂
氏

が
再
選
さ
れ
盛
会
の
う
ち
に
総
会
を
終

了
し
た
。
（
新
役
員
は
次
の
と
お
り
）

支

部

長

岩

田

清

茂

副
支
部
長
和
気
邦
嗣

大
野
清
正

理

事

橋

本

魏

水

池

重

徳

三

井

修

北

川

照

正

梅

木

馬
喰
田
高
雄

監

事

和

気

睦

明

冨
永
建
設
固

川
上
建
設
向

監

事桑
原
電
工
固

大
野
哲
夫

桑
原
房
利

理

事富
永
建
設
闊
冨
永
大
剛

向
鹿
野
川
主
婦
の
店
二
宮
真
太
郎

冨
永
建
夫

安
川
哲
生

正

達
を
目
的
と
し
た
税
務
会
報
を
配
付
す

る
な
ど
法
人
会
の
活
動
強
化
を
決
定
し

こ。f
 
続
い
て
行
わ
れ
た
役
員
改
選
、
ま
た
後

日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
次
の

と
お
り
役
員
が
決
定
し
た
。

支
部
長
養
老
酒
造
閻
山
内
壮
亮

副
支
部
長

固
鹿
野
川
車
検
整
備
セ
ン
タ
ー

橋
本
武
重
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加
入
し
て
よ
か
っ
た
！

商
工
貯
蓄
共
済

制
度
の
あ
ら
ま
し

◎
継
続
貯
蓄
で
自
己
資
金
の
充
実

毎
月
の
掛
金
は
一
ロ
ニ
千
円
で
そ
の

大
部
分
が
積
立
定
期
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
わ
ず
か
な
掛
金
で
自
己
資
金
が
蓄

積
さ
れ
健
全
経
営
の
道
が
開
か
れ
ま
す
。

◎
低
料
率
な
集
団
保
険
で
万
一
に
備
え

集
団
勤
労
保
険
に
よ
り
最
も
安
い
保

険
料
で
大
き
な
保
障
が
得
ら
れ
、
生
活

の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
万

一
の
場
合
、
保
険
金
と
そ
れ
ま
で
に
積

立
て
た
積
立
金
も
一
緒
に
支
給
さ
れ
ま

す。◎
貯
蓄
の
実
績
で
低
利
な
融
資

加
入
者
の
積
立
金
が
集
ま
っ
て
大
き

な
信
用
を
生
み
、
一
定
の
条
件
の
も
と

に
容
易
で
有
利
な
融
資
が
受
け
ら
れ
ま

す。◎
国
が
認
め
た
安
心
な
制
度

本
制
度
は
国
か
ら
認
め
ら
れ
、
全
国

の
商
工
会
で
行
わ
れ
て
い
る
制
度
で
す

か
ら
安
心
で
す
。

加
入
の
こ
案
内

◎
加
入
で
き
る
人

商
工
会
員
及
び
そ
の
家
族
・
従
業
員

で
、
被
保
険
者
は
六
歳
か
ら
六
十
五
歳

ま
で
の
健
康
な
方
。

◎
共
済
掛
金
及
び
加
入
口
数

掛
金
は
一
口
月
二
千
円
で
、
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
最
高
十
口
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。

◎
契
約
期
間
、
保
険
契
約
額

期
間
は
十
年
で
、
保
険
契
約
額
は
年

齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

六
ー
四
十
六
歳
…
一
口
百
万
円

（
最
高
限
度
額
一
千
万
円
）

四
十
七
歳
ー
五
十
四
歳
…
一
口
五
十
万
円

（
最
高
限
度
額
五
百
万
円
）

五
十
五
歳
ー
六
十
五
歳
…

一
口
二
十
五
万
円

（
最
高
限
度
額
二
百
五
十
万
円
）

◎
貯
蓄
積
立
金
及
び
利
息

貯
蓄
積
立
金
は
銀
行
の
一
年
定
期
預

金
扱
い
で
、
複
利
と
な
り
ま
す
。

◎
貯
蓄
積
立
金
の
返
戻

満
了
時
…
満
了
時
に
は
十
年
間
の
貯

蓄
積
立
金
元
利
合
計
を
お

返
し
し
ま
す
。

中
途
解
約
時
…
中
途
で
解
約
さ
れ
る

場
合
は
、
そ
れ
ま
で
の
貯

蓄
積
立
金
元
利
合
計
を
お

返
し
し
ま
す
。

◎
加
入
者
配
当
金
の
返
戻

毎
年
決
算
状
況
に
応
じ
、
納
付
保
険

料
の
一
部
が
積
み
立
て
ら
れ
満
了
時
等

に
返
戻
さ
れ
ま
す
。

融
資
の
取
扱
い

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
の
対
象

〇
貯
蓄
共
済
加
入
後
十
か
月
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
。
（
掛
金
延
滞
者
は
除

外）0
既
借
入
者
に
つ
い
て
は
借
入
金
の
三

分
の
二
以
上
を
延
滞
な
く
確
実
に
償

還
し
て
い
る
こ
と
。

◎
融
資
の
あ
っ
せ
ん
審
査

0

融
資
あ

っ
せ
ん
委
員
会
が
掛
金
の
払

込
及
ぴ
借
入
金
償
還
を
確
実
に
履
行

す
る
方
で
あ
る
と
認
め
、
商
工
会
長

豊
か
な
明
日
へ
向
か
っ
て

小
規
模
企
業
共
済

及
び
県
連
合
会
長
が
適
格
と
判
定
し

た
場
合
は
金
融
機
関
に
融
資
あ
っ
せ

ん
を
行
う
。

0

申
込
金
額
が
四
百
万
円
超
の
場
合
は

特
に
経
営
内
容
等
を
充
分
審
査
す
る
。

〇
審
査
の
結
果
に
よ
り
、
融
資
あ
っ
せ

ん
を
見
送
る
場
合
も
あ
る
。

制
度
の
特
色
・
税
法
上
の
特
典

0

安
全
・
確
実

事
業
を
廃
止
し
た
場
合
な
ど
に
は
、

掛
金
納
付
月
数
に
応
じ
て
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

0

貸
付
制
度

事
業
資
金
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
有
資
格
者
）

0

共
済
金
は
退
職
所
得
扱
い

共
済
金
・
準
共
済
金
は
、
税
法
上
退

職
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

0

掛
金
は
全
額
が

「小
規
模
企
業
共
済

等
掛
金
控
除
」
と
し
て
課
税
対
象
額

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
（
一
年
以
内

の
前
納
掛
金
も
同
様
に
控
除
で
き
ま

す
。
）

加
入
で
き
る
方

0

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
二
十

人
以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
五

人
以
下
）
の
個
人
事
業
主
及
び
会
社

の
役
員
。

毎
月
の
掛
金

0

毎
月
の
掛
金
は
、
千
円
ー
五
万
円

（
五
百
円
刻
み
）

加
入
後
増
額
が
で
き
ま
す
。
減
額
す

,.--------------------------------------------------------------9 

）：門コ利ぷけを；まテ；まビ也塵且り瓦化事業］
にすン 告し打合す lエと●ら会会
活かピ もまち会 °夕会め毎正のに記
用らュ スす出の 作でて月確記お脹
い ‘l ム °しコ 成は商‘で帳まか
た青夕 l ノ し‘エーす機から
だ色に ズ 商ピ てコ会か゜械せ決
け申よ に 工ユ 連ンヘ月 化下算
ま告る ‘ 会 1 合ピ °分 シさま
すの正借か夕 会ユの スいで
°特確入らでへ 1 伝テ゜‘
ま典な も お帳送夕 苦 ム商商
たを帳有届票 りで悶 な工工

る
場
合
は
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。

0

掛
金
は
、
預
金
口
座
振
替
で
納
付
す

る
方
法
と
委
託
団
体
に
納
付
す
る
方

法
と
が
あ
り
ま
す
。

共
済
金
等
の
支
払

0

加
入
者
に
生
じ
た
事
由
に
よ
り
共
済

金
A
、
共
済
金

B
、
準
共
済
金
、
解

約
手
当
金
の
い
ず
れ
か
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

※
事
由
ご
と
の
共
済
金
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
A
共
済
金

・
事
業
の
廃
止
（
個
人
事
業
主
の
死
亡
・

会
社
等
の
解
散
を
含
む
。
）

◎
B
共
済
金

・
会
社
等
の
役
員
の
疾
病
・
負
傷
ま
た

経

営

戦

略

に

大

き

な

プ

ラ

融
資
を
受
け
る
際
も
、
資
料
が
正
確
一

で
す
か
ら
借
入
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
、
一

信
用
力
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

＊
豊
富
な

資

料

を

経

営

診

断

に

-

毎
月
、
総
勘
定
元
帳
・
合
計
残
高
一

試
算
表
を
、
そ
し
て
期
末
に
は
決
算
一

関
係
諸
表
や
経
営
計
数
分
析
表
も
作
一

成
い
た
し
ま
す
か
ら
、
事
業
の
経
営
一

内
容
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
一

ま
す
。

＊
毎
日
の
帳
簿
つ
け
か
ら
開
放
一

毎
日
毎
日
の
帳
簿
づ
け
、
以
外
と
―

面
倒
で
時
間
の
か
か
る
も
の
で
す
が
、
一

商
工
会
の
記
帳
機
械
化
シ
ス
テ
ム
を
一

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
帳
簿
整
理
一

は
簡
単
。
仕
事
に
一
層
力
を
入
れ
て
一

い
た
だ
け
ま
す
。

は
死
亡
に
よ
る
退
職

・
老
齢
給
付
（
六
十
五
歳
以
上
で
百
八

十
月
以
上
掛
金
を
納
付
し
た
場
合
は
、

受
給
権
が
あ
り
ま
す
。
）

◎
準
共
済
金

・
会
社
等
の
役
員
の
任
意
退
職

・
配
偶
者
、
子
へ
の
事
業
譲
渡

・
現
物
出
資
に
よ
り
個
人
事
業
を
会
社

組
織
に
変
更
し
、
そ
の
会
社
の
役
員

に
な
ら
な
か
っ
た
と
き
。

◎
解
約
手
当
金

・
任
意
解
約

・
十
二
月
分
以
上
の
掛
金
の
滞
納

・
現
物
出
資
に
よ
り
個
人
事
業
を
会
社

組
織
に
変
更
し
、
そ
の
会
社
の
役
員

に
な
っ
た
と
き
。

ス



（

き

っ

か

け

）

風

お

こ

し

運

勁

の

役

に

立

て

れ

ば

…

」

昨
年
四
月
に
新
居
浜
の
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
さ
ら
り
と
し
た

酒
造
会
社
勤
め
を
辞
め
て
帰
省
し
、
自
飲
み
口
の
本
醸
造
酒
を
製
造
し
、
『
風

分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
の
里
』
と
い
う
命
を
打
っ
て
こ
の
ほ
ど

低
迷
す
る
会
社
の
現
状
を
打
破
す
る
た
発
売
に
踏
み
切

っ
た。

め
、
そ
の
一
環
と
し
て
新
製
品
開
発
を

(
C
M
)

企
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
、
町
役
清
流
「
肱
川
」
の
豊
富
な
地
下
水
と
、

場
に
新
設
さ
れ
た
『
風
お
こ
し
対
策
室
』
良
質
の
酒
造
好
適
米
を
高
精
白
し
口
中

か
ら
も
呼
び
掛
け
が
あ
り
、

「自
分
も
で
の
香
り
（
含
み
香
）
を
大
切
に
．
考
え
、
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[

左

利

き

は

直

る

で

し

ょ

う

か

！

す

。

し
よ
う
」
と
い
っ
た
、
子
供
の
理
解

[

[

昔
は
、
左
利
き
は
社
会
か
ら
嫌
わ
だ
と
す
る
と
、
あ
ま
り
早
い
時
期
に
を
求
め
て
、
無
理
に
強
制
し
た
り
し

〗

— `.

i
れ
て
、
幼
い
う
ち
か
ら
厳
し
く
言
わ
利
き
手
を
決
め
な
い
方
が
、
良
い
よ
う
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ

[

〗
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
は
、
か
な
り
で
す
。
や
は
り
左
利
き
の
よ
う
だ
っ

た
さ
い

。

[
 

[
左
利
き
に
寛
容
な
世
の
中
に
な

っ
て

ら
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
右
手
を
使
な
ぜ
な
ら
、
手
の
動
き
と
、
口
や
、

g

[
き

て

い

る

よ

う

で

す

。

え

る

よ

う

に

練

習

し

た

ほ

う

が

よ

い

か

舌

で

言

葉

を

発

す

る

動

き

が

、

脳

の

5

[
と
は
い
え
、
社
会
中
で
の
関
係
が
深
い
か
ら

~

[
の

構

造

は

、

右

利

き

で

す

。

言

う

ま

で

も

な

く

5

0

優
先

に

な

っ

て

い

る

あ

な

た

の

f
供

の

利

き

手

は

ど

っ

ち

慎

重

に

す

る

必

要

か

あ

り

[

〗
よ
う
で
す
か
ら
将
来
ま
す
。

[
な

に

か

と

不

便

で

は

う

ま

く

成

功

す

れ

ば

、

[

[
な
い
か
と
、
心
配
す
る
こ
と
で
し
ょ
と
思
い
ま
す
。

両
手
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、

[

〗
う
。
特
に
幼
い
子
供
さ
ん
の
い
る
家
あ
く
ま
で
も
、
右
手
を
訓
練
す
る
つ
両
手
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た

[

了
庭

で

は

、

気

に

か

か

り

ま

す

。

も

り

で

、

「

左

利

き

を

直

す

」

の

で

は

い

も

の

で

す

。

一

で
は
、
利
き
手
の
決
ま
る
時
期
は
な
い
よ
う
で
す
。
将
来
、
ど
ん
な
職
業
に
つ
い
て
も
、

~

伽
し
っ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。
人
に
よ
っ
子
供
に
練
習
さ
せ
る
場
合
も
、
「
左
両
手
利
き
は
、
大
変
便
利
だ
と
思
い

[

〗
て
個
人
差
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
三
手
を
使
え
る
の
は
い
い
こ
と
で
、
右
手
ま
す

。

「
歳
し
七
歳
ご
ろ
と
、
い
わ
れ
て
い
ま
も
使
え
る
と
便
利
だ
か
ら
右
手
も
練
習

痴

恩
呂
＝
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養

老

酒

造

（株）

わ
や
か
本
醸
造
『風
の
里
』

さ
ら
り
と
し
て
気
品
の
あ
る
口
当
た
り

を
実
現
し
た
清
酒
『
風
の
里
』
は
、
喉

ご
し
さ
わ
や
か
な
淡
麗
旨
口
と
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
狭
隆
（
ー
あ
い
）
な
川
と
緑

と
霧
の
ふ
る
さ
と
肱
川
町
で
醸
し
出
さ

れ
た
逸
品
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
”
秘
境
の
味
“
を
是
非
、
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
容
量
・
小
売
価
格

一
・
八
リ
ッ
ト
ル
千
七
百
五
十
円

七
二

0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
千
円

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
注
文
は
最
寄
り

の
酒
類
販
売
店
（
大
洲
市
、
喜
多
郡
管

内
）
ま
た
は
養
老
酒
造
闊
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

第
二
十
七
回
川
上
商
工

会
通
常
総
会
が
例
年
以
上

の
多
数
の
参
加
者
の
も
と

開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
も

原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
盛

会
の
内
に
終
了
し
た
。

日
本
丸
は
、
リ
ク
ル
ー

ト
問
題
・
一
般
消
費
税
・

農
業
政
策
等
、
多
難
な
問
題
を
抱
え
た

ま
ま
航
行
中
で
あ
る
が
、
私
た
ち
の
商

工
会
は
、
本
年
度
の
諸
活
動
に
向
け
順

調
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
の
中
で

「今
ま
で
の
努

力
を
今
ま
で
の
よ
う
に
し
て
い
た
の
で

は
、
も
う
こ
れ
か
ら
は
通
用
し
な
い
」

と
の
厳
し
い
指
摘
を
受
け
た
。
こ
の
言

葉
は
、
商
工
業
者
の
み
な
ら
ず
、
農
業

経
営
者
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
等
、
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
と
思
う
。

私
は
、
今
年
二
月
の
日
帰
り
研
修
で

共
同
店
舗

「
ベ
ル
シ
テ
ィ
ー
」
を
見
学

春疫秋冬

新製品として売り出された本醸造「風の里」

さ
せ
て
頂
い
た
。
共
同
店
舗
の
良
否
は

別
と
し
て
小
売
店
の
経
営
発
想
は
、
今

ま
で
の

「
お
客
さ
ん
が
欲
し
い
物
を
決

め
て
お
店
に
買
い
物
に
来
る
。
そ
の
た

め
の
品
揃
え
を
す
る
」
そ
う
い
っ
た
ニ
ー

ズ
に
答
え
る
た
め
だ
け
の
小
売
店
経
営

で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。

若
者
が
残
ら
な
い
、
購
買
力
が
益

々

町
村
外
へ
流
出
し
て
い
く
。
日

々
年
々

事
態
は
ひ
ど
く
な
る
一
方
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
本

地
区
の
商
店
街
診
断
書
に
よ
る
と
地
元

買
物
比
率
は
二
十
四
•
四
％
で
あ
る
。

十
年
前
の
数
字
で
あ
る
。
今
は
、
当
時

に
増
し
て
、
交
通
の
便
が
よ
く
な
り
、

又
、
情
報
が
氾
濫
し
、
消
費
者
に
ダ
イ

レ
ク
ト
に
伝
わ
る
時
代
で
あ
る
。

楽
し
い
ま
ち
、
豊
か
な
ま
ち
、
住
み

た
く
な
る
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
う
ま
ち
、
そ
ん
な
ま
ち
造
り
に
、
商

工
業
者
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大
き
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
個
々
の
経
営

が
、
健
全
に
営
ま
れ
る
こ
と
が
前
提
で

は
あ
る
が
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
へ

の
第
一
歩
を
今
ま
で
の
努
力
と
は
別
の
、

ま
た
違
っ
た
方
法
で
、
明
日
の
経
営
を

考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
が
き

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
肱

川
町
、
河
辺
村
の
活
性
化
に
は
、
商
工

業
者
が
牽
引
力
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。
目
的
意
識
を
も
っ
た
現

実
か
ら
の
脱
皮
を
は
か
る
時
が
今
ま
さ

に
来
て
い
る
様
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

両
町
村
の
「パ
イ
」
は
ま
す
ま
す
小
さ

く
な
っ
て
来
て
い
る
が
、
そ
れ
を
分
け

合
っ
て
い
た
の
で
は
、
益
々
事
態
は
深

刻
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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私
は
野
村
町
で
生
ま
れ
肱
川
町
に
来

た
の
は
二
十
オ
の
と
き
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
来
た
こ
と
も
な
か
っ
た
大
谷
の
白

石
と
い
う
と
こ
ろ
に
養
子
と
し
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
相
手
も
来
て

初
め
て
見
ま
し
た
。
い
ま
の
時
代
で
は

変
に
思
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
当

時
と
し
て
は
よ
く
あ
る
話
で
格
別
妙
な

気
は
せ
な
ん
だ
で
す
。
当
時
、
私
に
は

ブ
ラ
ジ
ル
に
行
き
た
い
と
い
う
夢
が
あ

り
ま
し
た
。
狭
い
日
本
よ

〗
口
口^

え
え
も
ん
に
思
え
ま
し
た
。

結
局
、
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
は

断
念
し
、
代
わ
り
に
朝
鮮

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。ナ

野
村
の
用
事
で
出
か
け
た
と
き
、

駐
在
所
の
掲
示
板
で
警
察
官
を
募
集
し

て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
場
で
受
験
を

思
い
立
ち
、
申
込
書
を
貰
っ
て
帰
り
、

次
の
日
の
明
け
方
ま
で
か
か
っ
て
履
歴

書
な
ど
必
要
な
書
類
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
私
に
は
子
供
が
三
人
お
り
、

せ
め
て
中
学
校
ま
で
は
行
か
し
て
や
り

た
い
と
思
う
と
り
ま
し
た
が
、
当
時
の

私
の
稼
ぎ
で
は
と
う
て
い
無
理
な
こ
と

で
し
た
。
募
集
の
広
告
に
は
月
給
百
二

十
円
と
あ
り
ま
し
た
。
百
二
十
円
と
い

う
月
給
は
当
時
と
し
て
は
な
か
な
か
の

も
ん
で
、
校
長
先
生
が
八
十
円
か
ら
百

円
く
ら
い
で
し
た
か
ら
、
私
に
と
っ
て

大
変
魅
力
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
試
験

は
今
治
で
あ
り
、
朝
の
八
時
か
ら
で
し

た
。
自
転
車
で
五
郎
駅
ま
で
行
き
、
汽

車
で
今
治
に
つ
い
た
の
が
九
時
―
―
―
十
分

に
な
っ
と
り
ま
し
た
。

情
け
無
い
気
持
ち
で
、
そ
れ
で
も
せ
っ

か
く
来
た
の
だ
か
ら
と
思
い
直
し
て
試

験
場
に
行
く
と
、
試

験
官
が
こ
れ
か
ら
試

ー
,
71f/
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試
験
終
了
後
、
そ
の

さ

と

記

場

で

番

号

が

呼

ば

れ

、

る

想

―

人

一

人

が

起

立

し

ふ

＠

て

い

く

ん

で

す

が

、

私
の
番
号
は
呼
ば
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
「
前
の
日
に
思
い
つ

い
て
受
け
た
ん
だ
し
」
、

「勉
強
は
し

て
な
い
し
」
、
「
寝
不
足
だ
し
」
と
諦

め
が
つ
い
た
と
き
、

『
以
上

の
者
は
す

ぐ
帰
っ
て
よ
し
、
す
こ
し
勉
強
が
足
ら

な
ん
だ
な
』
と
い
う
試
験
官
の
言
葉
が

聞
こ
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
嬉
し
く

て
た
ま
ら
な
ん
だ
で
す
。

本
当
に
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、

朝
鮮
に
い
っ
て
か
ら
決
ま
る
事
に
な
っ

て
い
ま
し
た
の
で
一
人
で
朝
鮮
（
釜
山
）

に
い
き
ま
し
た
。
本
採
用
が
決
ま
っ
て

肱
川
の
流
れ
と
と
も
に

硯

荒

太

郎

堀

(79オ）

か
ら
、
教
員
を
し
て
い
た
兄
が
嫁
と
子

供
達
を
連
れ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
四
年
ほ
ど
で
南
鮮
で
の
暮

ら
し
も
終
わ
り
、
内
地
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
兵
庫
県
の
方
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
っ
と
た
ん
で
す
が
、
戦
後
の
ゴ
タ

ゴ
タ
し
た
と
き
で
親
子
五
人
暮
ら
し
て

い
け
る
状
態
で
は
な
か

っ
た
で
す
。

結
局
、
白
石
に
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

農
業
の
か
た
は
ら
デ
ン
プ
ン
工
場
に

『
技
術
主
任
』
と
し
て
勤
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
五
年
間
勤
め
ま
し
た
が
、

ダ
ム
の
建
設
を
機
会
に
解
散
し
、
補
償

金
で
二
千
万
ほ
ど
あ
っ
た
借
金
が
返
せ

ま
し
た
の
で
良
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
今
の
場
所
に
家
を
建
て
、
旅
館

を
始
め
ま
し
た
。
全
く
の
素
人
商
売
で

し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
大
地
の
地
滑
り
が

始
ま
っ
た
と
き
で
し
た
の
で
『
日
本
特

殊
土
木
』
な
ど
の
関
連
業
者
が
利
用
し

て
く
れ
ま
し
て
な
か
な
か
の
賑
わ
い
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
人
に
「
風
呂
場
ほ

ど
残
し
な
は
っ
と
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ

た
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
儲
か
ら
な
ん
だ
で

す。
今
は
ヘ
ラ
ブ
ナ
目
当
て
の
釣
り
客
に

釣
宿
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
っ
て
ま
す

が
、
釣
り
好
き
の
人
の
口
込
み
で
広
ま
っ

た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
ヘ
ラ

ブ
ナ
の
こ
と
も
知
ら
な
ん
だ
で
す
。

土
井
勝
さ
ん
や
近
衛
十
四
郎
さ
ん
も

そ
う
い
う
お
客
さ
ん
で
す
。
も
う
三
十

年
く
ら
い
の
お
付
き
合
い
に
な
る
と
お

も
い
ま
す
。

ま
あ
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
戦

争
と
か
、
ダ
ム
と
か
、
結
局
時
代
に
振

り
回
さ
れ
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
な
。

想径g匝別應i 今
日
我
々
が
使
っ
て
い
る
こ
と
ば

の
中
に
は
、
故
事
成
語
と
い
っ
て
、

中
国
の
漠
文
か
ら
出
て
い
る
も
の
が

多
い
。分
か
っ
た
よ
う
で
は
っ
き
り
説
明

で
き
な
い
熟
語
も
、
そ
の
出
典
を
知
っ

て
い
る
と
面
白
く
理
解
で
き
る
。
少

し
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

●
助
長
（
無
理
に
生
長
を
早
め
よ
う

と
焦
っ
て
は
、
無
益
な
ば
か
り
か
か

え
っ
て
害
が
あ
る
）

こ
れ
は
苗
の
生
長
を
早
め
よ
う
と

し
て
、
苗
を
ひ
っ
ば
り
伸
ば
し
て
、

つ
い
に
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
宋
の
愚

か
な
人
の
話
か
ら
で
た
こ
と
ば
。

●
五
十
歩
百
歩
（
違
い
は
あ
る
が
本

質
的
に
は
同
じ
こ
と
）

ふ
た
り
の
弱
虫
が
、
戦
い
が
始
ま

る
と
あ
わ
て
て
逃
げ
出
し
た
。
百
歩

逃
げ
た
者
を
、
五
十
歩
し
か
逃
げ
な

か
っ
た
者
が
臆
病
者
と
あ
ざ
わ
ら
っ

た
。
し
か
し
ど
ち
ら
も
戦
わ
ず
し
て

逃
げ
た
と
い
う
本
質
は
変

わ
ら
な
い
。

◆
蛇
足
（
益
の
な
い
無
用

の
長
物
）

蛇
の
絵
を
描
く
競
争
を

し
て
、
ま
っ
先
に
で
き
た

人
が
、
主
人
か
ら
酒
を
も

ら
っ
て
飲
む
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
余
計
な
蛇
の
足
ま

で
書
こ
う
と
し
て
時
間
が
か
か
り
、

酒
を
飲
み
そ
こ
な
っ
た
。

◆
漁
夫
の
利
（
両
方
が
相
争
う
隙
に

つ
け
こ
ん
で
他
の
者
が
利
益
を
横
取

り
す
る
こ
と
）

ど
ぶ
貝
と
し
ぎ
が
お
互
い
に
相
手

を
捕
ら
え
た
つ
も
り
で
お
ま
え
こ
そ

死
ん
で
し
ま
う
ぞ
、
お
ま
え
こ
そ
と

い
い
争
っ
て
い
る
う
ち
、
通
り
か
か
っ

た
漁
師
が
両
方
い
っ
ぺ
ん
に
生
け
捕

り
に
し
た
。

●
圧
巻
（
書
物
や
詩
文
の
中
で
最
も

優
れ
た
部
分
、
ま
た
一
番
目
を
引
く

も
の
ご
と
）

昔
、
中
国
で
役
人
の
採
用
試
験
の

答
案
の
中
で
、
も
っ
と
も
優
秀
な
も

の
を
他
の
答
案
の
一
番
上
に
置
い
た
。

●
牛
耳
を
執
る
（
盟
主
、
指
導
者
、

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
）

諸
候
が
同
盟
を
結
ぶ
時
に
リ
ー
ダ
ー

が
い
け
に
え
に
し
た
牛
の
耳
を
裂
い

て
、
皆
で
血
を
す
す
っ
て
誓
い
を
た

て
た
。

●
呉
越
同
舟
（
か
た
き
同
志
が
同
じ

場
所
や
境
遇
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
仲

良
く
す
る
こ
と
）

呉
の
国
と
越
の
国
は
隣
合
わ
せ
で

仲
悪
く
い
つ
も
争

っ
て
い
た
が
、
住

民
が
同
じ
舟
に
乗
り
合
わ
せ
て
危
険

な
目
に
遭
遇
し
た
ら
、
お
と
な
し
く

し
て
い
た
と
い
う
故
事
。

故
事
成
語
の
お
話
し
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公
民
館
の
屋
上
に
こ
の
標
語
が
掲
げ

ら
れ
た
の
は
、
も
う
何
年
前
で
し
ょ
う

か
。
い
つ
の
間
に
か
こ
の
標
語
も
取
り

外
さ
れ
、
「
花
い
っ
ば
い
運
動
」
も
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
夢
よ
も
う
一
度
」
公
民
館
で
は
、

私
達
の
町
を
「
花
い
っ
ば
い
」
に
し
よ

う
と
、
町
の
人
々
に
呼
び
掛
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

9
,
 
な
ぜ
、
今
花
い
つ
ば
い
な
の
か
？
―

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

日
本
の
国
を
リ
ー
ド
す
る
総
理
大
臣
・

国
会
議
員
に
始
ま

っ
て
、
か
ね
、
か
ね
、

か
ね
の
世
の
中
、
実
に
す
さ
ん
だ
社
会

に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

「
花
の
あ
る
く
ら
し
」
．
こ
ん
な
時
に
こ

そ
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「花」

そ
れ
は
本
当
に
楽
し
く
う
る
お
い
の
あ

る
も
の
で
す
。
そ
し
て
人
間
ら
し
い
豊

か
な
心
を
育
て
ま
す
。

今
、
町
で
は

「風
お
こ
し
運
動
」
に

一
生
懸
命
で
す
。
風
に
は
、
二
種
類
あ

る
と
思
い
ま
す
。
か
た
ち
に
現
れ
る
も

の
と
、
目
に
見
え
な
い
町
民
の
気
持
ち

の
中
に
、
生
ま
れ
る
も
の
と
が
有
り
ま

す
。
そ
の
後
者
を
育
て
る
一
翼
を
「
花

「
花
い
っ
ば
い

優
し
い
心
の

か
お
る
町
」

い
っ
ば
い
運
動
」
は
担
う
こ
と
が
出
来

る
と
信
じ
ま
す
。
花
づ
く
り
を
通
じ
て
、

人
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
、

「連
帯
感
」

を
養
い
た
い
も
の
で
す
。

9

9

9

9

9

,

'

J

 

ー
さ
て
、
と
う
す
す
め
る
？
・
{

9

9

9

9

9

9

,

 

ま
ず
、
家
庭
で
1
・

庭
の
あ
る
方
は
、
そ
の
庭
に
。
庭
の

な
い
方
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
で
。
家

族
み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ
う
。
親
と
子

の
心
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
話
題
を
広

げ
、
生
命
を
愛
す
る
こ
と
を
教
え
、
周

り
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
、
慰
め
励
ま
す

こ
と
が
出
来
ま
す
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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一
押
し
付
け
で
な
く
…
一

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

‘

 

決
し
て
公
民
館
が
、

「ゃ
ん
な
さ
い
9
」

と
押
し
付
け
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

希
望
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
で
や
っ

て
戴
く
の
で
す
。

公
民
館
は
、
土
づ
く
り
・
種
く
ば
り
・

苗
づ
く
り
な
ど
「
花
い
っ
ぱ
い

」
の
お

公
民
館
・
生
活
運
動
の
展
開
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手
伝
い
、
後
押
し
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

仲
間
を
つ
く
っ
て
、
公
民
館
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
一
人
で
も
多
く
の
方

の
参
加
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
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六
月
一

日
現
在
、

グ
ル

ー
。フ
の
申
し

込
み
状
況
は
次
の
よ
う
に
成
っ
て
い
ま

す。＊
正
山
風
の
会

＊
山
槌
花
の
会

＊
下
鹿
野
川
花
の
会
（
下
鹿
野
川
班

婦
人
会
を
含
む
）

＊
中
央
婦
人
会

．
肱
栄
班
婦
人
会

・
大
和
班
婦
人
会

・
小
藪
班
婦
人
会

・
中
野
班
婦
人
会

．
汗
生
班
婦
人
会

・
萩
野
尾
小
畑
井
婦
人
会

・
上
鹿
野
川
班
婦
人
会

・
京
造
班
婦
人
会

•
月
野
尾
婦
人
会

・
見
の
越
班
婦
人
会

・
八
重
栗
班
婦
人
会

・
上
森
山
班
婦
人
会

十
五
の
グ
ル
ー
プ
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
活
動
を
始
め
て
お

り
ま
す
。

将
来
は

「肱
川
町
の
花
」
を
出
来
た

ら
決
め
た
い
な
あ
…
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
い
ろ
ん
な
花
を
育
て

て
見
よ
う
と
（
グ
ル
ー
。フ
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
て
）
思
っ
て
い
ま
す
。

可
愛
く
て
、
育
て
や
す
く
、
長
い
問

咲
く
花
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。

こ
の
町
を

花
い
っ
ば
い
に
し
よ
う
。

自
分
の
手
で

土
を
作
り
種
を
蒔
こ
う

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

苗
を
育
て
花
壇
を
作
ろ
う

私
達
の
ふ
る
さ
と
を

花
い
っ
ば
い
に
し
よ
う
。

四
季
の
風
が

花
び
ら
に
そ
よ
ぐ
日
を
夢
見
て

1
,
 ：

と

ん

な

花

を

r
,
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平
成
元
年
度
の
喜

多
郡
P
T
A
連
合
会

総
会
が
五
月
十
三
日
、

河
辺
村
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
肱
川
町
で

は
次
の
五
名
の
方
が

P
T
A
功
労
者
と
し

て
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
単

位
P
T
A
の
会
長
、

副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、

町
P
T
A
連
合
会
で

は
、
理
事
及
び
副
会

長
と
し
て
、

P
T
A

の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
児
童
生
徒
が
す
こ
や
か
に
成

長
し
て
い
く
た
め
の
、
積
極
的
な
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

O
P
T
A功
労
者

池

田

義

喜

さ

ん

（
予
子
林
幼
小
p

堀

尾

浩

爾

さ

ん

（
大
谷
幼
小
P
T
A
)

―

冨

永

幸

男

さ

ん

一

（

岩

谷

幼

小

P
T
A
)

一

寺

岡

勝

信

さ

ん

一

（

肱

川

中

学

校

P
T
A
)

一

伊

藤

せ

つ

さ

ん

一

（

肱

川

中

学

校

P
T
A
)

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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R
◎
つり
はし

・
裏
裏

口
で
い
つ
ま
で
つ
づ
く
立
ち
話
末

未

カ
ラ
ク
リ
は
舞
台
の
裏
で
糸
を
引
く

理

峯

口
裏
を
合
わ
せ
て
帰
宅
午
前
様森

風

裏
部
屋
に
住
ん
で
気
楽
な
老
夫
婦
二
重
桜

．
腕
こ
の
人
の
腕
に
す
が

っ
て
生
き
て
行
く

美
貴
恵

学
も
な
く
腕
一
本
の
俺
の
道

和
~

雄

腕
組
を
し
て
も
さ
っ
ば
り
沸
か
ぬ
知
恵

よ
し
の
ぶ

痩
せ
腕
に
二
男
一
女
が
ぶ
ら
さ
が
り

肱

朗

寝
か
せ
た
が
抜
く
の
が
苦
労
腕
ま
く
ら

み
さ
ほ

・
流
れ

あ
り
が
と
う
涙
流
れ
て
牛
の
市菅

子

流
し
ソ
ー
メ
ン
と
か
く
末
座
は
す
い
て

お

り

新

平

さ
さ
や
か
な
流
れ
が
い
つ
か
海
に
な
る

順

子

急
流
へ
金
切
り
声
を
乗
せ
た
船一
敏

義
理
と
い
う
文
字
が
流
れ
を
せ
き
と
め

る

ス

エ

子

今日もせっせと竹篭をつくる坂さん

坂
さ
ん
を
取
材
し
た
時
お
ど
ろ
か

さ
れ
た
こ
と
は
耳
が
達
者
な
こ
と
で

あ
る
。白
内
障
で
目
の
手
術
を
二
回
さ
れ

た
と
い
う
。

話
を
う
か
が
う
と
多
趣
味
で
あ
る

”
遊
び
が
て
ら
に
や
っ
と
る
の
よ

“
と
い
わ
れ
る
中
で
、
広
告
紙
を
コ

ヨ
リ
状
に
し
て
作
る
小
物
入
や
飾
り

籠
づ
く
り
を
さ
れ
て
お
り
腕
前
の
ほ

う
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。

習
い
始
め
は
、
三
年
前
松
山
の
娘

か
ら
と
い
う
。

”
も
う
一
五

0
個
と

は
い
わ
ん
作
っ
た
が
み
ん
な
に
差
し

上
げ
て
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
う
の
が
一

番
う
れ
し
い
“
と
の
こ
と
。

大
正
琴
も
弾
か
れ
る
。
ゆ
っ
く
り

だ
と
な
ん
で
も
弾
く
が
、
特
に
昔
習
っ

た
唱
歌
の
曲
が
得
意
。

御
詠
歌
も
三
年
間
程
習
っ
た
が
、

今
頃
は
足
腰
が
弱
り
参
加
で
き
な
い

の
が
残
念
と
の
こ
と
。

コ
ヨ
リ
細
工
、
大
正
琴
、
い
ず
れ

も
指
先
を
動
か
す
趣
味
、
健
康
の
秘

訣
は
案
外
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

大
正
琴
の
伴
奏

で
、
声
た
か
ら
か

に
御
詠
歌
を
唄
う

気
分
は
最
高
と
の

こ
と
。”
皆
さ
ん
が
知
っ

と
ら
れ
て
広
告
紙

を
送
っ
て
来
ら
れ

た
り
、
も
っ
て
来

て
く
れ
る
。
あ
り

が

た

い

こ

と

よ

“
と
い
う
坂
さ
ん

の
目
は
輝
い
て
い

ま
し
た
。

っ々
て
ま
す

壱
t3
や
か
人
＿生
②
共

栄

幻

坂
タ
ケ
オ
さ
ん

81
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町
民
の
み
な
さ
ん
の
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
が
公
民
館
に
は
あ
り
ま

す
。
視
聴
覚
材
料
や
講
師
、
音
楽
や
映

画
、
先
進
地
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

の
情
報
を
取
り
そ
ろ
え
る
よ
う
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

又
、
特
に
図
書
に
関
す
る
資
料
に
つ

い
て
も
い
ろ
ん
な
分
野
の
も
の
を
、
専

門
書
か
ら
文
学
ま
で
取
り
そ
ろ
え
て
い

“
ま
す
。現
在
一
万
九
千
冊
の
本
が
、
図
書
室

で
、
あ
る
い
は
館
外
の
図
書
活
動
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な

所
で
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う、

各
分
館
（
大
谷
は
簡
易
郵
便
局
）
、
希
望

部
落
、
事
業
所
等
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
公
民
館
へ
連
絡
し
て

下
さ
い
。

次
の
グ
ラ
フ
は
昭
和
六
十
三
年
度
の

図
書
室
の
貸
し
出
し
状
況
で
す
。

種
類
別
で
は
文
学
が
圧
倒
的
に
多
い

よ
う
で
す
。

し
か
し
、
年
々
利
用
者
数
、
貸
し
出

し
冊
数
と
も
に
ふ
え
て
い
ま
す
。

昭和 63年度

館内図書利用

●
ン
タ
ー
で
す

・
セ
の

報

ん

情
さ
・
な
・
み

総記 25冊 0.9%

今
後
も
、
み
な
さ
ん
方
の
研
究
や
調

査
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

尚
、
公
民
館
で
は
、
図
書
の
リ
ク
エ

ス
ト
カ
ー
ド
を
図
書
室
に
お
い
て
お
り

ま
す
。
ご
希
望
の
図
書
を
ご
記
入
下
さ

、。し

歴史 l

文学

％ 冊

6% 

S 63月別貸出し状況
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S 63種類別貸出し状況
（ ）内は図書室利用者数

※館外貸出し 3,124冊

“ 

四
月
の
あ
る
日
の
こ
と
だ
。
車
で
走
っ

て
い
た
ら
、
公
営
住
宅
に
庇
を
出
し
て

造

っ
た
車
庫
を
取
り
壊
し
て
い
る
友
人

に
出
会
う
。

「
ど
う
し
た
ん
、
お
し
い

こ
と
」

「
そ
う
よ
そ
う
よ
。
後
の
人
が

お
使
い
る
け
ん
、
置
い
と
く
言
う
ん
じ
ゃ

け
ん
ど
」
…
…
友
人
の
息
子
さ
ん
が
、

転
勤
で
住
宅
を
移
る
こ
と
に
な
っ
て
の

出
来
事
で
あ
る
。
…
…

「
ど
し
て
じ
ゃ

ろ」

「入
っ
た
と
き
と
、
つ
い
に
し
と

け
い
な
る
ん
よ
。

」
「
お
役
所
っ
て
、

相
変
わ
ら
ず
融
通
の
き
か
ん
と
こ
よ
の
」

「で
も
、
貸
し
て
も
ろ
た
ん
じ
ゃ
け
ん
、

元
通
り
す
る
の
が
礼
儀
よ
な
。

」
「
そ

う
よ
の
う
、
ご
苦
労
さ
ん
で
す
。

」
そ

ん
な
話
を
し
て
別
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
約
一
月
程
し
て
の
こ
と
、

偶
然
そ
の
住
宅
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
。

す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
友
人
が
取
り

壊
し
た
の
と
全
く
同
じ
車
庫
が
新
し
く

建
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
い

い
の
か
？

「生
活
改
善
運
動
」
と
ど
う

繋
げ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

(
K
)
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肱
川
町
で
は
今
、
「
風
お
こ
し
運
動
」

を
通
し
て
、
み
ん
な
で
住
み
よ
い
地
域

を
つ
く
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
地
区
地
区
の
特
性
を
生
か
し
て
様
々

な
こ
と
を
考
え
、
実
践
し
て
い
こ
う
と

い
う
、
動
き
が
出
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
も
、
花
い
っ
ば
い
運
動
、

あ
い
さ
つ
運
動
等
地
域
を
よ
く
す
る
町

民
運
動
の
展
開
を
各
関
係
団
体
や
グ
ル
ー

。フと

一
緒
に
な

っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

又
、
学
習
活
動
や
文
化
活
動
、
社
会
体

育
活
動
等
も
カ
一
杯
、
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

特
に
分
館
で
の
地
域
づ
く
り
の
風
が

吹
き
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

を
大
切
に
し
て
、
住
み
よ
い
ふ
る
里
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

”
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と

で
も
“
の
公
民
館
の
考
え
方
に
た
っ
て
、

今
後
二
年
問
、
そ
の
推
進
役
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
く
、
役
員
を
次
の
方
々
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

〔
本
館
〕

◎
常
任
専
門
委
員

0

体
育
委
員
会

永
田
喜
洋
（
正
山
）
山
内
光
郎
・
沖
永
賀

寿
男
（
中
央
）
藤
原
貴
（
岩
谷
）
今
宮
二

0

生
活
文
化
委
員
会

山
本
節
子
（
正
山
）
菅
野
ナ
カ
エ
（
中
央

0

図
書
委
員
会

吉
田
―
―
―
代
子
（
正
山
）
竹
田
信
子
（
中
央
）

和
気
ヒ
デ
子
（
岩
谷
）
上
田
秀
美
（
大
谷
）

浜
田
イ
ツ
ミ
（
予
子
林
）
露
口
直
美
（
中

野
小
学
校
）
宮
岡
智
子
（
肱
川
中
学
校
）

雄
（
大
谷
）
浜
田
律
朗
（
予
子
林
）
出
水
清

志
（
全
町
）

公
民
館
役
員
の
紹
介
ー

◎
運
営
審
議
会
委
員
村
上
昇
（
予
子
林
小
）

徳
永
満
男
（
大
谷
小
）
安

川
哲
生
（
町

P
T
A
連

合
会
）
兵
頭
幸
子
・
冨

永
千
世
子
（
町
婦
人
会
）

坂
幹
幸
（
町
青
年
団
）

谷
本
恒
雄
（
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）
堀
内
英

雄
（
農
協
）
堀
井
一
男

（
森
林
組
合
）
久
保
田
仁

之
（
商
工
会
）
岩
田
清
茂

（
議
会
）
永
田
利
幸
（
助

役
）
和
気
千
秋
（
元
公
民

館
長
）

〔
分
館
〕

0

正
山
分
館

分

館

長

泉

福

男

主

事

谷

本

孝

治

部
落
主
事
山
田
秀
昭
（
中
居
谷
）
沖
野

嘉
忠
（
共
栄
）
福
山
保
（
協
生
）
中
岡

信
幸
（
嘉
城
）
上
田
公
生
（
山
槌
）
岡
春

雄
（
道
野
尾
）

0

中
央
分
館

分
館
長
菊
池
昭
三
郎

主

事

松

本

隆

寿

・

金

森

優

二

部
落
主
事
中
野
安
孝
（
小
畑
井
・
萩

野
尾
）
中
野
富
士
雄
（
汗
生
）
岩
田
勲
・

曽
根
恵
美
子
（
中
野
）
徳
本
光
春
・
堀
井

みんなで楽しむ一日 （町民運動会）

0

展
示
広
報
委
員
会

分
館
長
、
主
事
兼
務

藤
高
京
香
（
岩
谷
）
三
好
尚
子
（
大
谷
）
浜

田
イ
ツ
ミ
（
予
子
林
）

◎
社
会
教
育
関
係
役
員

0

社
会
教
育
委
員

邦
子
（
小
藪
）
山
口
吉
浩
・
丸
山
ヒ
ロ
ミ

（
大
和
）
橋
本
正
之
（
肱
栄
）
上
田
嘉
則

（
上
森
山
）
山
本
宏
（
八
重
栗
）
亀
田
博

隆
・
橋
本
敦
子
（
下
鹿
野
川
）
武
田
孝
一
・

桑
原
淑
子
（
上
鹿
野
川
）
冨
永
畠
治
（
三

和
・
月
野
尾
）

0

岩
谷
分
館

分

館

長

和

気

芳

丸

主

事

西

山

常

数

部
落
主
事
寺
尾
秋
広
（
下
敷
水
）
森
本

恒
男
（
敷
水
）
冨
永
清
輝
（
菟
野
尾
）
松
田

龍
明
（
橡
の
木
瀬
）
藤
原
福
計
（
上
嵯
峨

谷
）
藤
高
清
満
（
下
嵯
峨
谷
①
）
川
本
寅

-
（
下
嵯
峨
谷
②
）

0

大
谷
分
館

分

館

長

土

井

豊

城

主

事

久

保

巌

部
落
主
事
前
田
稔
（
白
石
）
岩
田

博
（
影
地
）
水
池
重
徳
（
広
常
）
松
原
重
徳

（
久
保
）
上
田
福
市
（
大
平
）
高
尾
保

（
大
屋
敷
）
兵
頭
達
行
（
森
）

0

予
子
林
分
館

分

館

長

松

田

福

市

主

事

大

野

立

志

部

落

主

事

森

岡

敏

治

・

東

美

枝

（
柳
）
藤
原
勝
亜
記
・
松
田
堪
子
（
郷
）
山

下
渉
・
保
積
キ
ヨ
子
（
市
之
畦
）
山
下

隆
治
・
東
直
子
（
瓜
生
谷
）
和
田
広
輝
・

小
田
和
子
（
町
）
井
上
裕
之
・
林
久
美
子

（
藤
之
原
）
大
森
廣
幸
（
小
倉
）
畑
山
利
夫
・

山
本
一
（
中
津
）

肱

中

兵

頭

知

栄

あ

い

さ

つ

を

笑

顔

と

共

に

さ

わ

や

か

な

⑧
◎
R
◎
露
⑭

維
譴
〶
O

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
兼
務

0

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

谷
本
一
敏
（
正
山
）
赤
岩
繁
喜
（
中
央
）

竹
森
公
平
（
岩
谷
）
土
井
豊
城
（
大
谷
）

菅
原
勤
（
予
子
林
）
堵
本
好
勝
（
中

央）〔
歴
史
民
俗
資
料
館
〕

0

歴
史
民
俗
資
料
館
協
議
会
委
員

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
兼
務

0

民
俗
資
料
委
員

村
上
春
義
（
正
山
）
冨
永
真
盛
（
中
央
）

城
戸
寿
賀
侑
（
岩
谷
）
三
瀬
貞
子
（
大

谷
）
宮
田
義
盛
（
予
子
林
）
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7
月
17
日（月）
正
山
公
民

羽
座
谷
集
会
―

7

月
1
8日
（
火
）
「
—
—
|

中
居
谷
集
会
一

7月
認
日
（
木
）
口
〗
三

I
l
l
a
[
 

佐

上

t

ー

3

時

前
10
時
i
‘

11
時

8
分

後

1
時

t

3

時

日

程

場

所

＠
健
康
相
談

”l 

※大腸がん検診をうけられる方
は、料金六二0円と印鑑をご
持参下さい。

甘介 五府 ［ 日
程

9‘金―-̀  ' ,ヽ月． 、9 
9‘金-―-、

岩 敷 森 白 /」ヽ 月
場谷 7..k 集 石 藪

冑畠公 集
会
集 集

民 今＝ ノ＝ メコZご 所
館 戸斤 戸斤 戸斤 戸斤

午 午 午 午 午 午 時
1後 l月‘’1」し後 i前 i後

：〗惜］3 1 1110 2 1 111( 3 1 
時時時時時時時時時時

⑥
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

成
人
病
検
診

i
 

午
後

1
時

ー

2
時

7
月
6
日
（
木
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

⑥
乳
児
健
診 日。
C
I臼

⑥
胃
が
ん
検
診

⑥
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

⑥

7
月
の
不
燃
物
収
集

▽収集日7月15日（土）

（出すのは7月14日中に）

▽収集地区

小畑井・萩野尾・汗生・小

藪・大和・肱栄・中野（篠谷

を除く）・大谷・鹿野川

竹五 五屑 ［ ［ 日
程/、月‘ 9 , ｀ フK-、

9フ̀K-―-` 
クヽ火ー、

／」ヽ

i 館

肱 岩
場藪 栄 谷

集 集 ノi:
会 会 民 所
戸斤 戸斤 館

午
時

後午も 前10 

2 時 間
時 i 

［ >五 ~ ~ 脅水五~ ~ ~ 骨~ 金i ~ ~ ［ ヽ~五水骨~ 、~ 
日

程

息
農

工埠宇開： 製大
璽
岩i 大 場事協 谷

ン／ 業予 ン／ ノムミ

夕 戸斤弓こ ィ 民 所
l 前林 館

， 午
分時文gt3分午前時7 ) 分時399)3 分午前時7 

午

ョ分時8し孟時a 分7 3) 分時9I 時3) 分孟7 
時

時門
9 前
時 7

3'.)時 改）時 間
分 i 分 l

7 7 
相

嘉 月
5 吾砧火

日 日

/ 木ヽ ＾ 水ヽ 日

藤久 後福
担

高保 藤田 当
工 相

ミ正
き砧火

力幸 忠保
員

▽
場
所

▽
時
間

午
後
1
時
30
分
ー

午
後
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

⑥
心
配
こ
と
相
談

⑥
不
用
犬
回
収
日

7
月
11
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

面

■ご
璽
羹
閾

▽
日
時

7月の日曜・祝日当直医

⑥
行
政
相
談

▽日時7月5日（水）

午後1時30分ー午後4時30分

▽場所肱川町公民館

▽相談員福田保委員

・自宅相談も受け付けており

ます。

（電話三四ーニ五0八）

属健属⑫＠⑨
現金自動支払機の
設置について

肱川郵便局では、五月二十九

日から現金自動支払機のサービ

スを開始しております。

取扱時間は後記の通りです、

取扱方法等おわかりにならない

方は郵便局員が指導いたします。

お気軽にお申し出ください。

なお本機は、カード専用機で

すから、通帳でのお取扱はでき

日 当 直 医 電 話

2 日 さわ（大い、洲小市児中科村医）院 24-7530 
沼

（日） 堀 内川 医町 院 43 -0555 
（子）

， 日 沢井（耳大鼻沙I、i咽市喉中科村医）院 24-2510 
（日） 宝（内来子医町）院 44 -2248 

1 6日 亀井（大小洲市児東科大洲医）院 24-3757 

（日） 小内川医院 44-2815 
（ 子町）

し：

松尾（大産、洲婦市人中科村医）院23 日 24 -5803 

（ 日松） 古内川医院 44 -2407 （ 子町 ）

30日 池田泌（大尿洲器市科東即大臀糀i州因）院 24-3100 

（日） 町田医院 43-0211 
（内子町）

大

屋

敷

高

尾

保

さ

ん

三

男

勇

太

ち

ゃ

ん

ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
の
な
い
方
は
、
カ
ー

ド
発
行
申
込
の
受
付
も
し
て
お
り
ま

す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

已＝
h
-

ロ

▽
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
取
扱

時
間午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら

午
後
六
時
ま
で

▽
土
曜
日
の
取
扱
時
間

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

▽
日
曜
日
お
取
扱
で
き
ま
せ
ん
。

▽
祝
・
祭
日
等

特
に
指
定
さ
れ
る
日
以
外
は
お

取
扱
で
き
ま
せ
ん
。

*

＊

＊

＊

＊

*

 

＊
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 
＊
 
*

＊

*

＊

*

＊

 

※変更になる場合がありますので前もって

連絡してからお出かけ下さい。

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
大洲市立病院

24 -2151 
（大ヽ洲市大洲）

滋 水
加 戸 病 院 24 -5101 
（大i州市若宮）

木～日
大、l州中央病院

24-4551 
（大l州市東大洲I)
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